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第一章

イケメン弁護士には恋しない











　九月の第一月曜日、午後一時一分前。

　すやすやと眠る星野ほしの莉子りこの耳元に、男性がそっと唇を寄せて囁く。

「起きて、莉子。僕とめくるめく愛欲の時間を楽しもうよ」

　男性の甘やかな声に反応して、莉子の聴覚が半分ほど覚醒する。

「……う～ん。……もうちょっとだけ寝かせて――」

　昨夜は、夜遅くまで資格取得のための勉強をしていた。途中、新たに取り組んだ問題に躓き、つい夜更かしをしてしまったのだ。

「ダメだよ、莉子。君が相手をしてくれないから、僕はもう一時間近く一人ぼっちにさせられているんだよ？」

　以前観たドラマで、似たようなセリフを聞いたような気がする。

　場面は夜――。恋人との関係に飽いたヒロインは、ベッドに横たわったまま物憂げに言い放つ。

『眠いのよ……。どのみち、あなたを相手する気なんかないわ。お願いだから、もう私にかまわないでちょうだい！』

　ヒロインの言葉が莉子の脳内で再生される。寝ぼけた状態で言うには長すぎるセリフを、莉子は自分なりに要約して呟く。

「もう……うるさいなぁ」

　莉子が目を閉じたままそう言うなり、聞き覚えのある男性の声が突然反撃をしてきた。

「うるさいだと？　起きろ、星野莉子！　もう昼休みは終わりだ。これ以上寝ていると重大な就業規則違反になるぞ」

「えっ!?」

　突っ伏していたデスクから顔を上げると、莉子は椅子から弾かれたように立ち上がった。

　そして、すぐ横に立っている男性が誰かわかると、思いっきり不機嫌な表情を浮かべ彼を睨みつける。

「高梨たかなし先生！　本気でびっくりしますから、そういうおふざけはやめてくださいって言いましたよね？」

　莉子に先生と呼ばれる高梨健斗けんとは、彼女の雇い主にしてここ「高梨法律事務所」の代表弁護士だ。

「そうだったっけ？　もう忘れちゃったなぁ。だけど、ほら。もう昼休みが終わるっていうのは本当だし」

　にっこりと微笑んだ高梨が、莉子に向かって意味ありげにウインクをする。

　まっすぐな鼻筋に秀でた眉。憎らしいほど整った顔立ちをしている彼は、聞くところによると西洋の血が混じっているらしい。

（そうだったっけって……。まったくもう！）

　部下に向かってウインクをするなんて、どこの軟派男だ。

　もっとも、クライアントに対する態度はいかにも弁護士然としており、今のようなふざけた態度をとるのは莉子に対してのみだ。

（起こすなら普通に起こしてくれたらいいのに。なにが〝めくるめく愛欲の時間〟よ！　人をからかうのもいい加減にしてほしいわ）

　スリープ状態だったパソコンを開きながら、莉子は頭の中で思いっきり文句を言う。

　窓から見える景色はうららかな秋の陽光に満ちているのに、莉子の脳内は高梨のせいで分厚い雲が垂れ込めている。

　いくら冗談だとはいえ、あれは明らかなセクハラ行為だ。弁護士ともあろう者が、事務を担当する一スタッフに対して平気であんなセリフを吐くだなんて……。

　訴えたら、いくばくかの慰謝料をもぎ取ることができるかもしれない。しかし、相手が高梨ではどうあがいても一〇〇パーセント言いくるめられてしまうだろう。

（ふん……こうやって怒ったって、何の解決にもならないんだから……）

　いつものように自己完結をすると、莉子は黙々と午後の仕事に取りかかった。

　星野莉子、現在二十七歳にして築三十年のワンルームマンションで一人暮らし。

　卵型の顔に、肩より少し長いゆるふわの髪を常にひとまとめにしている。まあまあの美人と言えなくはないものの、なぜか男運に恵まれず彼氏いない歴六年目に突入。

　だからといって、別に焦りを感じているわけではなかった。

　友だちが婚活にいそしむ中、莉子はただ一人仕事と資格取得のための勉強にエネルギーの大半を使う日々を送っている。

「あ、莉子ちゃん。そういえば、例の離婚協議書って、もうできてる？　それと、一昨日の昼間電話があった遺産相続関連の必要書類、どうなっているかな？」

　窓際の観葉植物に水やりをしながら、高梨が莉子に質問を投げかける。

　彼の問いかけは、たいてい主語が曖昧で、わかり辛い。しかし、大学卒業と同時に事務スタッフとして「高梨法律事務所」に入社して早五年、そんな彼の言い方にもすっかり慣れっこになってしまっている。

「はい、離婚協議書なら、もうできています。遺産相続の必要書類もすべて取得済みです」

「あ、そう。相変わらず仕事が早いね。それで、もうちょっと僕に優しかったら言うことないんだけどな」

　高梨の意味ありげな視線を感じながらも、莉子は特に反応しないまま言われた書類を用意して彼に手渡す。

「ありがとう。ところで、今日あたり食事でもどう？　新しくできた会員制のレストランがあるんだけど――」

「いえ、今日は宅配便が来る予定なので」

「あ、そう。それは残念だな。じゃあ、明日か明後日なら空いてるかな？」

「あいにく、両日とも立て込んでいるんです」

「ふぅん。じゃあ、また今度。……たまには僕に付き合ってくれよ。そうでなきゃ、寂しくてやりきれない」

　書類を受け取った高梨が、にっこりと笑う。

「はい、わかりました。お気遣いいただいて、どうもありがとうございます」

　莉子は曖昧に微笑みを返すと、自分の執務室に向かう高梨の背中を見送る。そして、憤然として席を立つと、眉間に縦皺を寄せながら洗面所へと向かった。

（何が『寂しくてやりきれない』よ！　さばききれないほど大勢の女性から言い寄られているくせに！）

　歩きながら、莉子はまたしても脳内で不満を並べ立てる。

（それに、誘ってくれる時のあの顔ときたら……。社交辞令で言ってるってことがバレバレなんだから！）

　彼、高梨健斗は、絵に描いたようなハイスペック男だ。

　彼は現在三十二歳にして、独身。容姿はモデル並みで、性格は柔和かつ朗らか。

　幼少の頃から法曹界に入ることを目指し、最難関といわれる大学の法学部を経て、見事一発で司法試験に合格。その後、米国の弁護士資格を取得して数年間同国の法律事務所に勤務。帰国後は弁護士だった亡父の友人である真鍋まなべ隆司たかしを顧問として現在の事務所を設立した。

　取扱業務は企業法務から一般民事など全分野にわたり、どんなに小さな案件でも懇切丁寧に対応する。クライアントからは「本当に頼りになる弁護士」と評価され、同業者からも一目置かれるほどの腕前を持つ。

　開業以来、クライアントが途切れたことはなく、評判が評判を呼び、今ではもう知る人ぞ知る敏腕イケメン弁護士として名を知られるようになっている。

　口コミでやってくるクライアントの中には、マスコミなどの業界関係者も少なくない。

　それでなくても依頼が殺到しているのに、この頃では高梨の顔見たさにやってくる女性が引きも切らない状態なのだ。

（だからって困るのよね。ああやって、無駄に事務所内でフェロモンを振りまくとか）

　弁護士として一流であることは間違いはないし、ああ見えて仕事に対しては驚くほど真面目だ。

　一見、品行方正である。しかし、なぜか莉子に対する態度だけは妙になれなれしい。周りに人がいる時はそれほどでもないが、二人きりの時など、さっきみたいな軽口を叩いてくるのだ。

　事務所内には、ほかにも女性スタッフはいるが、年頃の女性といえば莉子一人だった。

　だからといって、あんな態度をとっていいという理由にはならないし、そもそもどうしてヘンにちょっかいをかけてくるのかがわからない。

　仕事中は弁護士然としているし、クライアントに対しても毅然とした態度を崩さない高梨だが、プライベートとなるとどうだろう？

　莉子に対する振る舞いから察するに、もともとは大の女好きであるような気がする。きっと、莉子に対する時と同じように、打って変わってチャラチャラとした態度で女性にアプローチをしているに違いない。少なくとも、来る者は拒まず――というスタンスではあると思う。

　高梨は日頃から老若男女問わず優しいし、女性への気遣いは見ていて感心するレベルだ。

　莉子が知っているだけでも、高梨はこれまでに数多くの美人クライアントから極めて個人的なアプローチを受けている。

　面談後にこっそり渡されるメモや、営業時間外にかかってくる高梨個人あての電話の数々――。

　優しくフェミニストである高梨は、おそらくそれらを捨て置いたりせず、随時懇切丁寧に対処していることだろう。

（ふん！　私にすらあんな言葉をかけてくるくらいだもの。美人クライアントにはどんだけ甘い言葉をかけているんだか）

　一方、莉子は自他ともに認める真面目女子であり、高梨のようなモテ男をもっとも苦手としている。

　彼のような男性にからかわれても対処の仕方がわからないし、言われたことをどこまで本気にしていいのか、皆目見当がつかないのだ。

（さすがに、高梨弁護士の軽口だけは本気度ゼロだってわかるけどね！）

　そうはいっても、こう毎日のように意味深長な流し目を送られると、多少なりとも意識せざるを得ない。いくらその場限りのものだとわかっていても、何かしら意味のあるものなのかと勘繰ってしまいそうになる。

　大学生の時に、ちょっとだけ付き合った男性はいた。けれど、社会人になってからはすっかり恋愛とは縁遠い生活が続いている。

　焦ってはいないとはいえ、莉子だって年頃の女性だ。縁があれば――とは思っているが、今のところそんな人が現れる気配など、まったくといっていいほど、ない。

　友だち関連の集まりで男性から個人的に声をかけられたり、ごく軽いアプローチを受けたりすることはあった。しかし、いずれもその場限りの会話をしただけで終わり。別にそれでいいと思っているし、自分から積極的に動こうという気にもなれない。

　そして、困ったことに莉子がそうであるのは、少なからず高梨の存在が関係している。

　女好きのモテ男であることはさておき、彼のような完璧な男のもとで五年間働いてきたのだ。その結果、おそらく異性に対する判断基準がおかしくなってしまったのだろう。最初こそ高梨を敬遠しまくっていた莉子だったが、いつの間にか彼に心惹かれ、ほかの男性にまったく興味が持てないようになってしまったのだ。

　こんなこと、ぜったいに認めたくない！

　けれども、もうそれは誤魔化しきれないほど確固たる事実になってしまっている。

　莉子は図らずも高梨に恋をしてしまった。しかし、あれだけハイスペックな男性が経歴、容姿ともに平凡な莉子と結ばれることなど、万が一にもありはしないだろう。

　だからこそ、ヘンにちょっかいをかけてくるのはやめてほしい。

　今のような状態がいつまでも続けば、彼氏いない歴をいたずらに更新し続けることになる。それに、万が一彼の冗談を本気だと勘違いするようなことがあれば、自分史上最高に可哀想でイタイ女に成り下がってしまう。

（まったく……。人の心を乱すのもたいがいにしてほしいわよ！　あ～もう、早く司法書士の資格取って、一人前の仕事がしたい！　そうすれば今以上に忙しくなって、あれこれ悩んでる暇なんかなくなるよね）

　ずんずんと前に歩きながら、莉子は目前に掲げている自身の夢のことを思った。

（な～んて、そんなのまだまだ先の話だよね……。そもそも、まだ試験にも受かってないんだもの）

　高梨のもとで働き始めて二年がすぎた春、莉子は一念発起して司法書士の資格を取ることを決めた。それは、自分自身のキャリアアップのためであることはもちろん、普段多忙を極めている高梨を、少しでも手助けできたらと思ったからだ。

　洗面所に入ると、莉子は深いため息を吐いて立ち止まった。そして、鏡の前に立って自分の頬を両手で軽く叩く。

（しっかりしてよ、莉子！　くれぐれも自分を見失わないように。イケメン弁護士になんか惑わされている場合じゃないんだから）

　司法書士の試験は、毎年七月に記述試験が行われる。それに合格した者のみが十月の口述試験に進むことができ、それにも合格すれば晴れて司法書士としてのスタートを切ることができるのだ。

　司法書士になるための国家試験は、弁護士や医者になるためのものより知名度は低い。

　しかし、実は数ある国家資格の中でも上位に食い込むほどの難易度を誇っており、例年合格率は三％前後だ。

　莉子は過去二回試験を受けているが、いずれも記述試験の点数不足により不合格通知をもらっていた。しかし、もちろん途中で諦めるつもりなどないし、もともと法律関係に興味があって、今の仕事を選んだのだ。こうなったら、何が何でも合格して、一人前の司法書士になるという夢を叶えたいと思う。

（ふぅ……。とりあえず今年度の筆記は終わったんだもの……。あとは結果を待つのみ。毎年のことだけど、合否がわかるまでいろいろと落ち着かないなぁ……）

　洗面台の正面にある窓は、縦横に長く目下の街並みを余すところなく見下ろすことができる。就業中、高梨が原因で心が乱れていると感じた時、莉子は時折今のように洗面所に逃げ込む。そして、窓の外を眺めながら気持ちをリセットするのだ。

（さてと……。また仕事に戻りますか）

　洗面所を出て、軽くストレッチをする。

　「高梨法律事務所」が入っているのは、都内一等地にある十五階建てビルの十四階。

　事務所フロアは大きく三つに分かれており、莉子がいるスタッフ用スペースには向かい合わせる形でデスクが四台並んでいる。

　莉子の前は先輩事務スタッフである田中たなかみつ子のデスクになっているが、今日は年休をとっていて不在だ。ほかに調査員の男性が二名と、女性のパートスタッフが一人いるが、いずれも外回り中で、莉子と入れ替わりで昼休みに入った。

　二人の弁護士には各自専用の執務室があるが、真鍋はフレックスタイム制をとっており彼もまた今はまだ出勤前。

　つまり、今事務所内にいるのは莉子と高梨だけであり、莉子がもっとも苦手とするシチュエーションになってしまっている。

　莉子はやりかけの書類作成を淡々と続け、時折壁の向こうにいる高梨の様子を窺う。

（さっきからガタガタ音がしてるけど、なんだろう？）

　莉子はデスクに着いたまま、聞き耳を立てる。しばらくの間静かになったかと思えば、今度は金属が軋むような音が聞こえてきた。

（いったい、なにをしてるの？　またヘンなものを持ちこんだんじゃないでしょうね）

　高梨の執務室の中には、彼が持ちこんだいろいろな私物が置かれている。一応片付いてはいるし、彼個人の部屋だから文句は言えない。しかし、あまりものを置かれては掃除するのが大変になるばかりだ。

　ガチャン！

　突然床になにか落ちたような音が聞こえてきて、莉子は驚いて椅子から飛び上がった。

　これでは気になって仕事に集中できない。莉子は憮然とした表情を浮かべながら、高梨の執務室に向かって歩いていく。そして、目の前のドアをノックするが早いか、中に一歩踏み出して声を上げる。

「高梨先生、いったいなにを大騒ぎ――って、もう！　なんて格好をしているんですか！」

　莉子はとっさに大声を張り上げ、高梨を睨みつける。

　部屋に入るなり目に飛び込んできたのは、上半身裸の高梨だった。

「ああ、莉子ちゃん。一緒にやる？　これ、新しく買ったトレーニングベンチなんだ」

　いったいいつ持ちこんだのか、彼はスポーツジムにあるような器具に座り、大胸筋を鍛えている。

「は？　や、やるわけないじゃありませんか！」

　踏み出した足をもとに戻すと、莉子は急いでドアを閉めて踵を返す。

（なっ……なんで裸？　っていうか、なんで部屋で筋トレなんかやってるのよ！）

　再び自席についた莉子は、デスクの引き出しから手鏡を取り出した。見ると、予想したとおり、そこに映る自分の顔が、ありえないほど赤く染まっている。

　細マッチョは嫌いではない。むしろ大好きだし、さっき見た高梨の身体は、文句なしにかっこよかった。

（なんなのよ、もう！　まったく、どこまで人の心を乱せば気が済むんだか……！）

　せっかく努力して高梨のことを意識しないようにしているのに、こんなことがある度に気持ちが揺らいでしまう。いったい何が面白くて、わざわざ莉子を困らせるようなことばかりしてくるのか。

（そんなに筋肉を自慢したいなら、よそでやればいいでしょ！　私に見せられても、どう反応していいかわらないし！）

　莉子は火照る頬に掌をあてがいながら憤った。

　なにはともあれ、油断大敵――高梨の術中にはまることだけは、何としてでも避けなければならない。

（これ以上深入りしてたまるもんですか）

　莉子は無理にしかつめらしい表情を作りながら、やりかけの仕事に意識を集中させるのだった。





＊　＊　＊






「……ちぇっ、効果なしか……」

　つい今しがた、星野莉子はこの部屋のドアを開けて筋トレ中の自分を見た。

　そこまでは、健斗の思惑通りだ。しかし、彼女は特に興味を示すことなく、すぐにドアを閉めて行ってしまった。

（せっかく買ったのになぁ。もうちょっと反応してくれてもいいのに）

　健斗は銀色に光るトレーニングベンチを恨めしそうに眺める。

　執務室の中には様々な私物が置かれていた。

　珍しい置物や美術品、話題の便利グッズや執務室にそぐわないほど可愛らしい事務用品の数々。

　そのほとんどが莉子の注意を引こうとして持ちこんだものだが、どれもみな大した効果も得られないまま放置されている。

（また掃除がしにくくなったとか言われるだろうな。まあ、それだけでもよしとするか）

　健斗は諦めたようにトレーニングベンチから立ち上がり、脱ぎ捨てたシャツを手に取る。

　毎日あの手この手で莉子を振り向かせようとしているのに、いまだかつて手ごたえを感じたことがない。

　五年前の春、大学を卒業したばかりの星野莉子が事務スタッフとして入社してきた。

　事務所の人事については、健斗は一切関与しておらず、すべて真鍋に任せてある。

　健斗がはじめて莉子に会ったのは、二月の下旬――彼女がダークグレイのリクルートスーツ姿で最終面接にやってきた時だ。

　ちょうど外出先から事務所に戻る途中だった健斗は、ビルのエレベーターでたまたま莉子と乗り合わせた。ほかには誰もおらず、彼女と二人きりですごした最初の時間だ。

　まず目が行ったのは、彼女の横顔。セミロングの髪をすっきりとひとまとめにして、乳白色の耳朶を惜しげもなくさらしていた。

　今どきの女性たちは、たいてい耳にピアスホールが開いている。しかし、莉子の耳はふっくらとして初々しく、何の手も加えられていない様子だった。そこから伸びるうなじは清潔感に溢れ、まっすぐに前を見る目は緊張のせいか瞬きの回数がやけに多かったように思う。

　つい見入ってしまうほど美しい女性はいくらでもいる。

　しかし、莉子のように一目見た途端に、その肌に唇を寄せたくなる女性には、いまだかつて会ったことがなかった。

（あの耳朶を甘噛みしたい）

　健斗は無意識にそう思い、そんな自分に我ながら驚いたことを今でもはっきりと覚えている。

（あの時の莉子ちゃん、ものすごく可愛かったな……）

　自分のほうにむけられる熱視線に気づいたのか、莉子は突然こちらを振り向いて、いかにも不機嫌そうな顔で健斗を睨みつけてきたのだ。

　健斗は出会ったばかりの莉子のことを、心に強く刻み込んだ。

　それまで、さほど女性に興味を引かれることがなかったし、自分からアプローチをかけたこともない健斗だった。しかし、決して女性が嫌いなわけではないし、むしろ興味深い存在だと思っている。

　そう思うゆえに、これまで何人かの女性と付き合ったりしてきた。

　しかし、いずれも一年を待たず別れてしまったのは、たぶん健斗のほうが最後まで本気になれなかったのが原因なのだろう。もちろん、自分なりに、その時々の恋人を大切にしてきたつもりだ。けれど、どうしても心からその人のことを想うことができず、結局はそれが相手側にばれてしまう。

　別れ際に投げかけられるのは、決まって「あなたって、私にまるで興味がなかったでしょ？」というような言葉だ。

　恋愛対象である女性を、そこまで深く想えない――そんな自分だから、おそらく結婚はおろか一生まともな恋愛なんかできないだろう。

　そう思っていた矢先に、莉子に出会い恋に落ちた。

　健斗にとって、それはまさに青天霹靂といっていい出来事であり、どれだけ能天気になっても仕方がないほどのレアケースで――。

「高梨先生、クライアントの山中やまなかさんがいらっしゃいました」

　軽快なノックのあと、莉子の事務的な声が聞こえてきた。

「ああ、うん。すぐ行く」

　健斗はネクタイを締めなおし、チラリと鏡を見た。そこに映っているのは、仕事モード全開になった自分の顔だ。莉子に向ける顔はついついにやけてしまいがちだが、仕事となると自然と表情のスイッチが切り替わるようになっている。

　ビジネスマンとして、守るべき一線は守り通す。

　ついさっき見た莉子のヒップラインの残像を無理やりかき消すと、健斗はビジネス用スマイルを浮かべながらドアの外に出るのだった。










第二章

そんなデート、ありですか？











「な、なんで私が？」

「いいからいいから。デートっていっても別に気負わなくていいって。ほんと、気軽な感じで会ってご飯でも食べながらおしゃべりするだけ」

　九月に入って三度目の日曜日。莉子は親友の久保田くぼた沙知さちに呼び出され、街中のカフェでスイーツを楽しんでいた。最初こそ、のんびりとした会話を楽しんでいたが、いつの間にか話題は莉子の恋人問題に変わっている。

「気軽な感じって言われても……。それに、私今それどころじゃないよ。もうじき司法書士の資格試験の合否発表があるし――」

「うん、知ってる。でも、ギリギリ大丈夫って感じなんでしょ？」

　資格試験の解答は、もうすでに公開されている。莉子は早々に答え合わせをして、自分の予想獲得点数が、かなり微妙な数字であることを把握していた。

「ううん、ギリギリ大丈夫っていうよりも、ギリギリアウトっぽいんだってば。もしケアレスミスとかやってたら、不合格にまっしぐら。あ～、あの時もっと落ち着いて考えていれば……」

「まあまあ、そう悩まないで。どっちにしろ、もう結果を待つだけなんだし、気分転換がてら、行っておいでよ。ね？　莉子だって、前に『誰かいい人いないかな～』って言ってたじゃない」

「あれは酔った時のノリで言っちゃったっていうか……」

「ノリで言ったなら、ノリで会ってくればいいよ」

「でも……」

「『でも』も『だって』もなし！　資格試験の勉強ばかりやってると、カサカサに干からびちゃうよ！　うちのカレシだって、莉子のこと心配してるんだから」

　莉子も何度か会ったことがある沙知の彼氏は、テレビ局のディレクターだ。業界内外に顔が広い彼は、沙知同様世話好きで人柄もいい。

「ね？　せっかくなんだから、行っておいで。来るのは彼の知り合いの知り合いって感じだけど、きっといい人が来ると思うよ」

　なにが〝せっかく〟なのかわからないが、そこまで言ってくれるのなら行かなければ悪いような気もする。

　たしかに勉強や資格ばかりが人生ではない。

　しかし、気になるのはデートをする相手に関する情報が少なすぎることだ。沙知から聞かされているのは「年上で堅い職業の人」であることだけ。

「だけど、会うにしても、本当にお互い名前も知らないまま会うことになるの？」

「やっぱ、そこ気になる？　うーん、だけど彼、ちょうど急な出張で電波が届かないところに取材旅行中なんだよね。けど、安心して。レストランは、うちのカレシの名前で予約してあるし、当日莉子はそこに行くだけでいいことになってるから」

「ああ、そう……」

「大丈夫だって！　ぜんぶ向こうのおごりってことで話がついているみたいだし、ほんと、気負わないで行ってきなよ」

　沙知には、職場にいる上司に片想い中であることは話してある。しかし、一向に進展する様子がないと判断した彼女は、もうずいぶん前から莉子の彼氏探しに奔走してくれているのだ。

　結局、沙知に押し切られる形で、次の土曜日の午後にデートの約束をさせられてしまった。ほかに用事があるわけでもないし、言われたとおり気負わずに行ってくればいいのかもしれない。

（だけど、どうせ会っても高梨先生のことばかり考えちゃいそうなんだよね……）

　こうしていても、ややもすればすぐに高梨の顔を思い浮かべてしまう。

　その映像を断ち切るように、莉子は皿の上の抹茶ムースを切り分けて口に運んだ。そして、頭に思い浮かぶ高梨の顔を蹴散らすように、冷たいグリーンティをがぶ飲みするのだった。




　やってきたデート当日。待ち合わせは午後一時。

　場所は街中のとあるフレンチレストランだ。その店は事務所から近いこともあり、これまでに何度か素通りしたことがあった。いかにも高級そうな外観はもとより、出入りする人がおしゃれすぎて、およそ気軽に入れるような店ではない。

（来ちゃった……。やっぱり敷居高い～。ああ～もう、帰りたい～！）

　時間を確認すると、今午後十二時五十分だ。

　白大理石の門構えが一足ごとに迫り、莉子を圧倒してくる。まだ少し早いし、入ったらもう引き返すことはできない。

　近づいては遠ざかり、思い切りがつかないまま入り口の前に佇んでいると、ゆっくりとドアが開き、マネージャーらしき男性ににっこりと微笑まれた。店の中に入り、予約してある旨を伝える。

　窓際の席に案内され、入り口に背を向けて座った。全面ガラス張りの窓の向こうは、緑豊かな庭園になっている。天井は高いし、フロア中央に飾られた花のオブジェが見事だ。

（うわぁ……。こんな場所でデートとか、いったいどんな人が来るんだろう……）

　想像しようにも、情報が少なすぎる。沙知の彼氏の采配により、相手側の男性にもどんな女性が来るのか詳細は知らされていないみたいだ。

（こういうのって、なんていうの？　目隠しデート……それとも、シークレットデートとか？）

　そんなことを考えながら、莉子はテーブルの下でワンピースの膝をすり合わせた。

　日頃、異性とは無縁の生活を送っている莉子は、デートにふさわしい洋服など持っていない。新しく買おうにも、どんなものをチョイスしていいかわからず、結局沙知が勤務するブティックで勧められたミモザ色のワンピースをデート服に選んだ。普段一つにまとめてある髪も、一応ヘアアイロンで緩い縦巻きにしてみた。

　ただでさえ緊張しているのに、普段とはまるで違う格好をしているせいで、よけい落ち着かない気分だ。

　そわそわと外の景色を眺めていると、背後からマネージャーの声が聞こえてきた。

「どうぞ、こちらへ」

　導かれてやってきたスーツ姿の男性が、テーブルの向かい側に立つ。莉子は、それよりも一瞬早く下を向き、背筋をピンと伸ばした。

（や……やだっ……やっぱり来なければよかった）

　膝に置いた握りこぶしを見つめ、石のように固まる。男性が前の席に座る気配がした。

　莉子は思い切って顔を上に向ける。それと同時に、驚きの表情を浮かべて椅子から腰を浮かせる。

「たっ……た、た、高梨先生!?」

　目の前にいるまさかの人物に、莉子はぽかんと口を開けたまま目を見開く。こちらを見る高梨も同じように驚愕の表情を浮かべている。

「え？　莉子ちゃん、なんで君がここに!?」

「な、なんでって……高梨先生こそ、なんでですかっ！」

　二人して目を丸くしているところへ、オーダーを聞きにやって来たウエイターが近づいてくる。莉子はあわてて椅子に座り直し、開けっ放しになっていた口を閉じてかしこまった。見ると、高梨のほうはもうすでにいつもの落ち着きを取り戻している。

「せっかくこうして顔を合わせたんだ。とりあえず、食事をして二人きりのデートを楽しむとしよう」

　高梨が鷹揚に微笑み、受け取ったメニューを開く。莉子は唖然とした顔で彼の顔を見つめるばかりだ。

　結局、オーダーはすべて高梨に任せて、莉子は引き続き彼の顔を見つめ密かに首をひねる。

（いったい、何がどうなってるの!?）

　ほどなくしてテーブルに皿が並べられ、莉子はナイフとフォークを手に取る。

　本当は高梨を質問攻めにしたかったが、静かな店内で声を張り上げるわけにもいかない。

　高梨はといえば、いくぶん乙に澄ました雰囲気を漂わせながら、運ばれてくる料理をゆっくりと堪能しているといった感じだ。

　改めて高梨の服装を見ると、彼はライトブルーのジャケットにホワイトのシャツとチノパンを合わせている。職場で見るよりも格段にカジュアルないでたちの彼は、気を抜けばつい見惚れてしまいそうなほどかっこいい。結局、ぶり返してきた緊張に囚われ、莉子はほとんど上の空で料理を口に運び、勧められるままワインを飲む。

「そう言えば、司法書士の資格試験、もうじき合格発表だね」

「あ……はい、来週水曜日には合否の発表があります」

　資格試験の話題を出され、莉子は無意識に視線を下に向けた。実は、先日思い立ってもう一度資格試験の答え合わせをしてみた。すると、それまで見落としていたミスが見つかり、いよいよ合格が危うくなってしまったのだ。

「まあ、あまり気を張らずに、結果を待とう」

　莉子が表情を暗くしたのに気づいたのか、高梨が先に口を開く。

「僕は莉子ちゃんが十分頑張ったってことを知ってる。結果がどうあれ、やるだけのことはやったんだ。それだけでも、十分価値があることだと思うよ」

　さらりとそう言ったあと、高梨が莉子のグラスにワインを継ぎ足してくれる。

　莉子は過去二回試験に落ちて、その都度高梨に報告をして激しく落ち込んだものだ。けれど、高梨はいずれの時も大袈裟に騒ぎ立てることもなく、かといって突き放すわけでもなく、あっさりとした労いの言葉だけをかけてくれた。

　見かけによらず負けず嫌いの莉子だ。不合格と知り、自分の努力不足を責め、地団太を踏んで悔しがった。

　しかし、高梨のちょうどいい対応のおかげで、わりとすぐに気持ちを切り替えることができたように思う。

「いずれにせよ、何かあれば遠慮なく言ってくれ。僕は莉子ちゃんの上司として、いつでも相談に乗るよ。もちろん、上司としてではなくても」

　高梨の顔に、いたずらっぽい微笑みが浮かぶ。いつもなら冷たくあしらうところだけれど、今は我ながら素直な気持ちで彼の言葉を受け入れてしまっている。

「ありがとうございます。……それと、すみません。忙しい時に五日間もお休みをいただいてしまって――」

　今年の夏、莉子は仕事の都合もあって長い休みが取れずじまいだった。そのことを気に留めてくれていた高梨が、莉子の希望を聞いた上で、少し遅い夏期休暇をとれるよう取り計らってくれたのだ。

「いや、当然の権利なんだから気にすることはないよ。たまには面倒なことはぜんぶ忘れてリフレッシュしておいで。行き先はバリ島だったっけ？」

「はい。グルメと文化を楽しむ、お一人様ツアーです」

　出発日は、明後日の火曜日。明日の月曜日は祝日だから、莉子はこのまま出社することなく休暇に突入する。帰国予定は、来週の日曜日だ。

　司法書士資格試験の合否がわかるのは、四日後の水曜日。日本との時差は一時間だけだし、結果を知ろうと思えば当該日に法務省のホームページを閲覧すればいいだけの話だ。

「そうか。しかし、くれぐれも気をつけて行動するように。治安が悪い地域には、ぜったいに行っちゃだめだぞ」

「はい、そうします」

　莉子の返事を聞き、高梨がにっこりと微笑みを浮かべた。真正面から見る彼の笑顔は、思った以上に魅力的だ。

（気配りができて、優しくって……そういうところもたまらなく大好きなんだよね……）

　普段、莉子に対して軽口ばかり叩く高梨だが、実のところ、そのせいで心底不愉快になったことなど一度もなかった。

　惚れた弱みだと言われたらそれまでだが、いずれも軽く腹を立てる程度で気が済んでしまう。それどころか、莉子自身むしろそんなやりとりを楽しんでいる節もあるのだ。

　弁護士という立場に驕らず、いつもクライアントの立場に立って物事を考えている。

　高梨という人は、フェミニストであると同時に真の博愛主義者だと思う。だからこそ、デートの相手が莉子だとわかってもがっかりした様子も見せず、こうして楽しい時間をすごさせてくれているのだろう。

（さすがだなぁ……なんて感心している場合じゃないでしょ）

　莉子は高梨から視線を外し、目の前の皿に注目する。そうでもしなければ、彼の顔に見惚れてしまいそうだったからだ。けれども、話しかけられたら顔を上げざるを得ない。

　そしてまた高梨の微笑みに魅了される。莉子は自分の頬が赤くなっているのではないかと、気になって仕方がない。

（ちょっと待って、困るよ……。プライベートの高梨先生、素敵すぎる……）

　仕事中という盾がないから、莉子は高梨の魅力を目の当たりにしてしまっているのだ。

　周りの高級感あふれる雰囲気に圧倒されながらも、莉子は引き続き目の前の料理を平らげることに専念する。

　高梨が会話をリードしてくれたせいもあり、ランチタイムは和やかな雰囲気で終了した。

　食事にかかった時間は一時間ほどだっただろうか。

　莉子は高梨と連れ立ってレストランを出る。

　歩き出す前に、高梨が莉子のほうに腕を差し伸べてきた。

「ほら、せっかくだから腕を貸すよ。結構人が多いから、うっかりしていると迷子になってしまうよ」

「はいっ……」

　言われるまま彼の腕に手を回すと、思っていた以上に引き締まった筋肉を掌に感じた。

　にわかに心臓がドキドキし始め、せっかく和らいできた緊張がぶり返してくる。

　人混みの中を縫うように歩き続け、高梨に連れられて横道にそれた。道の両脇には、こぢんまりとした店が並んでいて、人通りも比較的少ない。

「やっと落ち着いて話せるな。どう、料理は美味しかった？」

「は、はい。とても美味しかったです」

「そうか、よかった。あの店のシェフは、僕の高校時代の友だちなんだ」

　互いの友だちがそれぞれにおせっかいを焼き、あれこれとデートのプランを練ったあげく、結局は高梨の行きつけのレストランを待ち合わせの場所に選んでしまったみたいだ。

「はあ、そうでしたか」

　莉子は曖昧に頷き、こわばったままの頬を引きつらせる。たしかに、とても美味しかった。しかし、実のところ料理を味わう余裕などないに等しかった。

　そもそも、いったいなぜデートの相手が高梨なのか。

　今日、彼と顔を合わせてから、ずっとそのことが気にかかっている。普段の莉子なら、聞きたいと思うことができたら即聞いて、適切と思われる判断を下す。それができないのは、やはり今が仕事中ではないせいなのだろう。

　いうなれば、今日の莉子は丸腰状態でいるのだ。それなのに、いつにも増して魅力的な高梨とデートなんかしている。

「さて、腹ごなしに少し散歩でもしようか」

　ひょいと顔を覗き込まれて、莉子は仰け反るようにして立ち止まった。間近に見る高梨の顔には、見慣れた人懐っこい笑みが浮かんでいる。

　今だ――。

　とりあえず、聞きたいことを聞いてしまおう。莉子は、ややもすれば委縮して黙り込んでしまいそうになる自分を鼓舞し、思い切って口を開いた。

「あ……あのっ！　どうしてこうなっているんですか？　なんで、私のデートの相手が高梨先生なんでしょうか？」

　思い切って声を張り上げたせいか、ここへきてなんとか少しだけ休日の高梨の呪縛から解き放たれたような気がする。

「さあね？　それは僕にもわからないな。僕はただ、世話好きの友人から、どうしてもって言われて、半ば強制的にあのレストランに行かされたって感じなんだけど、莉子ちゃんは？」

「私もそんな感じです」

　莉子は、恥を忍んで今日ここに来るに至るまでのことをかいつまんで話した。

「とにかく気負わないで行ってこい――親友にそう言われて……。だけど、まさか相手が高梨先生だとは思わなかったです。私が聞いていたのは、年上で堅い職業の人だってことだけでしたし――」

　聞けば、高梨のほうも相手の女性については「年下で真面目な人」としか聞かされていなかったようだ。

　最初こそ、高梨が仕組んだ質の悪い冗談かと疑いもした。しかし、高梨の困惑ぶりを見ると、どうやらそうではないらしい。

　いずれにしろ、とんだ茶番劇だ。もう五年以上上司と部下の関係にある二人が、はじめましての体で待ち合わせてレストランデートをするだなんて……。

　しかし、それももう終わりだ。

　いつまでも夢のような時間に囚われているわけにはいかない。

　莉子は、ようやく平日の自分を取り戻し、何気なく高梨の腕から手を放し、一歩離れた。

「あの、私、そろそろ帰りますね。今日は本当にごちそうさまでした。では――」

　莉子は踵を返し、その場から立ち去ろうとした。けれど、すぐに伸びてきた高梨の手に腕を掴まれ、前に回り込まれてしまう。

「ちょっと待った。せっかくだから、軽く飲まないか？　ここからすぐのところに、ランチタイムでも営業してる行きつけのバーがあるんだ。莉子ちゃんとのデート、こんなに早く切り上げるなんて、もったいなさすぎてできそうもないしね」

　能天気な高梨の言葉に、莉子はあからさまに表情をゆがめた。

「いえ、お断りします」

「なんで？　何か用事でもあるのか？」

「別に用事はありません。でも、これ以上一緒にいても意味がありませんから」

　ピシャリと言ってのけるも、高梨はいつものことだと言わんばかりに余裕の笑みを浮かべる。

「まあ、そう言わずに、もう少し付き合ってくれよ。それに、意味があるかないかなんて、やってみなければわからないだろう？　――あ、雨だ」

　高梨が空を見上げると同時に、大粒の雨が莉子の脳天を直撃する。思わず上を向いた目の中に、雨粒が入った。

「うわ！　わ、わわっ……」

　バランスを崩しよろめいたものの、高梨が腕を持ってくれていたおかげで事なきを得る。

「あ、ありがとうございます」

「どういたしまして」

　はた、と見つめ合った顔が、思いのほか近い。降り出した雨は一瞬のうちに土砂降りになり、まともに目を開けていられないくらいになった。

「これはひどいな。とにかく、今は雨宿りだ。少し走るぞ――」

　高梨に腕を引かれ、莉子はとりあえず彼とともに走り出した。ハイヒールでの駆け足は心許なかったけれど、気がつけば高梨の手が腰に回っている。ぎょっとして歩調が乱れそうになった時、高梨がふいに方向転換をして立ち止まった。

「さあ、とりあえずここで雨宿りしよう」

　着いたのは都内屈指の高級シティホテル。サービス、価格ともにトップクラスと言われているここは、さっきのレストラン同様、莉子には縁のない建物の一つだ。

　莉子がわけもわからずうろたえていると、高梨が内ポケットから取り出したハンカチを手渡してくれた。

「あ～あ、ずぶ濡れだな」

　高梨の指が、莉子の額から濡れて貼りついた髪の毛を取り除いた。

「ありがとうございます」

　礼を言い、そそくさと顔を拭いた。改めて我が身を振り返ってみると、おろしたてのワンピースはぴったりと身体に貼りつき、セットした髪の毛は無残にペタンコになってしまっている。

「うわ……これじゃあ、タクシーにも乗れない」

　莉子が濡れネズミになった自分を嘆いている間に、高梨はやってきたホテルマンらしき男性と何やら立ち話を始めた。話している様子からして、たぶん高梨はここの常連客だろう。案の定、彼はフロントに立ち寄ることなくカードキーを手に入れて、莉子のほうを振り返った。

「さあ、行くよ」

　斜め横にいた莉子に向けて高梨が軽く顎をしゃくった。

「え？　い、行くって、どこへですか？」

「このままじゃ、どこにも行けないだろう？　とにかく着替えないと」

　ホテルマンに見送られながら、高梨とともにエレベーターで上階を目指す。たどり着いたフロアには、専用のコンシェルジュデスクが設けられている。

「ここだよ」

　高梨が入り口のドアを開けると、そのスペースだけで寝泊まりできそうなほど広いエントランスが広がっていた。彼に促されて奥の部屋に進む。行き着いた横長の部屋は、絵に描いたようなスイートルームで、パノラマの窓からは高層ビル群が見下ろせる。

「天気がよければ富士山が見えるんだがなぁ。まぁ、それは次の機会にってことで。ほら、風邪をひかないようにシャワーをどうぞ。濡れたものはぜんぶそこのランドリーボックスの中に入れてくれたらいい。じゃ、十分に温まってから出ておいで」

　にっこりと微笑まれ、口を挟む隙もなくバスルームに追いやられた。

（な……なんなの？　なんでこんなことに？）

　予想だにしない展開についていけず、莉子は洗面台の前に佇む。鏡を見ると、濡れてしょぼくれている自分自身が映っている。空調が効いているせいか、莉子はにわかに寒気を感じて身震いをした。

（とにかくシャワーを浴びよう。このままじゃ、本当に風邪をひいちゃいそう）

　莉子は肌に貼りついているワンピースを苦労して脱ぐと、大急ぎでバスルームに駆け込んだ。そして、さっき見た高梨の微笑んだ顔を思い返しながら、熱いシャワーの下に身を置くのだった。
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　バスルームから出ると、洗面台の上に必要と思われるものがすべて置かれていた。

　莉子は急いで身体を拭き、ドライヤーで髪の毛を乾かし始める。真っ白なバスローブに腕を通し、その肌触りの良さに驚く。ホテル側の対応からして、高梨はきっと常連客だ。

（それにしても、さすが超一流ホテルのスイート……）

　バスタオルで身体を拭きながら、ほっと安堵のため息を吐く。

　思い返してみれば、レストランからここに至るまでの高梨の振る舞いは、この上なくスマートで的確だった。いかにも慣れているふうだったし、きっとこうして女性を誘うことは彼にとって日常的なことなのだろう。

　置かれていたバスローブを着て外に出ると、くつろいだ様子の高梨が莉子のほうを振り返った。彼はすでに着替えを済ませており、雨に濡れた形跡などどこにも見受けられない。

　莉子はおずおずと前に進み、改めて部屋の中を見回して感嘆する。

「すごく素敵なお部屋ですね。ここにはよくいらっしゃるんですか？」

「ああ、ここは祖父の代からの定宿でね。仕事が立て込んでいる時とか、気分転換に泊まったりするんだ。今日は、ちょうど一部屋だけ空いていてラッキーだった。ワイン用意してあるから、ミニバーで先に飲んでて」

　そう言うと、莉子と入れ替わりに高梨がシャワールームに向かう。莉子は言われるまま部屋の中央にあるカウンターまで進んだ。

　身支度を整えていたとはいえ、彼の身体は少なからずまだ冷えていたはずだ。それなのに、高梨は莉子のことを優先してくれた。彼の細やかな気遣いを感じて、莉子はまたしても胸がときめいてしまうのを感じている。

（それにしても、こんなところが定宿とか、びっくり……）

　置かれているワイングラスを手に取り、莉子は大きく深呼吸をしてみる。

　普段そんなそぶりなど見せない高梨だが、彼の家が大変な資産家であることは、職場の先輩スタッフから幾度となく聞かされていた。

　古くから続く高梨家は都内各地に土地や建物を所有し、親戚の中には法曹界のみならず政界や経済界で広く活躍している人を多く輩出している。

　莉子に対してはふざけた態度ばかり取る高梨だが、実のところ莉子が思っている以上にハイスペックな男性なのだろう。

　だいぶ落ち着いてきたと思っていたが、よく見るとグラスを持つ指が小刻みに震えている。スツールに腰をかけ、ワインを口に含む。

　正直、どうしていいかわからない。もともと予想外のことが起きていたところに、突然降ってきた雨のせいで、さらに驚くべき展開になってしまっている。

（高梨先生とレストランデート……雨でびしょ濡れになってホテルのスイートでシャワー浴びてワイン飲んで……）

　何度かグラスを傾けているうちに、いつしか半分以上飲み干してしまっていた。さほどアルコールに強いわけでもないのに、ちょっと気が緩みすぎだ。

　ただでさえこんな豪華な部屋に身を置いているのだ。このままでは、完全に雰囲気に呑まれてしまう。

（しっかりしてよ、莉子！）

　莉子は自分で自分を叱り飛ばし、スツールから下りて窓のほうに一歩歩き出した。

「お待たせ。ワイン、お代わりどう？」

「うわっ！　た、たた……」

　突然背後から声をかけられ、振り向きざまにうしろに飛び退った。おそろいのバスローブを着た高梨は、胸元を大きくはだけている。

「くくっ、そんなに緊張しなくてもいいよ。何も獲って食おうとしてるわけじゃないから」

　よろめいた身体を高梨の腕に抱き留められた。彼の身体からは、同じボディソープの香りが漂ってきている。

「……まあ、昔から据え膳食わぬは男の恥だっていうし、もし君が食べてもいいって言ってくれるなら喜んでいただくけど」

（えっ？　た……食べっ……？　喜んでいただくって――）

　冗談にもならないことを言われ、莉子は思い切り動揺した。

　そして、すぐに自分の愚かさに気づき、顔を横に向ける。

　一瞬でも彼の言うことを本気にするなんて、どうかしている。高梨にしたら、こんなシチュエーションなんて特にめずらしいことでもなんでもないに違いない。それなのに、彼の振る舞いや言葉にいちいち反応して、今にも舞い上がりそうになってしまっている。

（私ったら……なんでこうなの？）

　現実を見なければいけないのに、目の前の夢の世界に目がくらみそうだ。

　抗わなければいけないのに、むしろ望んで現実から目を背けようとしている。

　そんなもやもやとした憤懣ふんまんを抱いて、莉子は高梨のほうに一歩足を踏み出した。心の中に溜め込んでいたいろいろな気持ちが、喉元に込み上げてきている。

　常に押さえつけてきた高梨への想いが、いよいよ行き場を失って莉子の心を押しつぶさんとしていた。

（もう、ダメ……）

　こんなに長い時間、高梨と二人きりでいたのだ。

　想いは募るばかりだし、もうこれ以上心を偽ることができない。

　どうせ叶うことのない想いならば、いっそ今ここで昇華してしまおう――そう思った莉子は、高梨を振り返り思い切って口を開いた。

「だっ……だったら、食べちゃってください！」

　気がついた時には、一歩前に出てそう言ってしまっていた。言われた高梨は、驚いた顔をして目を瞠っている。

「なんだって？」

　いつになく低く響く高梨の声を耳にして、莉子は一瞬ひるみそうになった。うつむいて唇を噛み、とんでもないことを口走ったと猛省する。けれど、言ってしまった以上、もう突っ走るよりほかに選択肢はなかった。莉子は忙しく考えを巡らせて、一番不自然ではないと思われる理由を思いついて顔を上げる。

「じっ……実は、私にはすごく好きな人がいて……。でも、それはぜったいに叶うことのない想いで、私の一方的な気持ちなんです。だけど、どうしても諦めきれずに、もう何年もの間ズルズルと引きずってしまって……。もうそんな報われない恋なんて断ち切ってしまいたいんです。でも、今のままではいつまでもそうできなくって……」

　言いながら、さすがに恥ずかしくなって言葉に詰まった。莉子の心情を感じ取ったのか、高梨がゆっくりと口を開く。

「……つまり、その想いを断ち切るために、僕に抱かれたいと？」

　高梨の言葉が、莉子の心を激しく揺すぶってくる。

　莉子は我知らずこっくりと頷き、返事をした。

「はい、そうです。きっともう、こんな素敵な部屋に泊まることなんかないし、高梨先生なら、素性もはっきりしているし、な……なにより信頼できる人だし……」

　とんでもないことを口にしている。そう思いながらも、莉子は半ば本気で高梨に訴えかけていた。

「高梨先生に抱いてもらったら、きっと吹っ切れると思うんです。……部屋を出るころには、もうすっかりその人のことを忘れて、新しい自分として歩き出せると――」

　話している途中で、高梨がふいに莉子に近づいてきた。顔がぐっと寄ってきて、瞳を覗き込まれる。ごく間近にある高梨の目が、莉子をじっと見つめてくる。

　本当の気持ちを見透かされてしまうように感じて、莉子は思わず目をそらしそうになってしまう。恥ずかしさに頬が焼け、閉じた唇が震える。

　我ながら、なんてことを口走ってしまったのだろう？　軽蔑されても仕方がないことを言ってしまった……。莉子が後悔の念に囚われて黙っていると、高梨が真剣な面持ちで口を開いた。

「どうやら君は本気みたいだね。……そういうことなら、喜んで協力するよ」

「えっ……本当ですか？」

　まさかの快諾に、莉子は驚いて目を瞬かせる。高梨が莉子にもう一歩近づいてきた。自分から言い出したことなのに、莉子はたじろいで後ずさりをする。

「ただし、そうするからには、ちゃんとその人のことを忘れるって約束してほしい」

「はい、約束します！　明日の朝には、ぜったいに忘れます！」

　莉子は、きっぱりと言い切って一歩前に進んだ。

「そうか。引き受けたからには、できる限りのことはさせてもらうつもりだ。さて……まずは何をすればいいかな？　莉子ちゃんが、してほしいと思うことを言ってごらん。……それとも、ぜんぶ任せてくれる？」

「はいっ。そっ、そうしてください」

　返事がやけに前のめりになってしまい、莉子はいっそう顔を赤くして視線を外した。

　高梨の視線は、いまだ莉子の顔に留まり続けている。

「よし、わかった」

　そう言うなり、高梨が莉子の身体を腕の中にすくい上げた。莉子は驚きのあまり、小さく悲鳴を上げる。そして、彼の腕の中で石のように固まってしまう。

　高梨の返事が、あと一秒遅ければ、きっと逃げ出していたに違いない。けれど、今となっては、もう遅すぎる。莉子は自分の浅はかな言動を呪いながら、肩をすくめ丸くなった。

（私、なんてことを言っちゃったんだろう）

　そうは思うものの、あれは間違いなく自分自身の本音から出た言葉だ。

　高梨への叶うことのない想いと、彼と結ばれたいという潜在的な気持ち。そして、それをいつまでも断ち切れずにいる自分への憤懣が、とっさに出た言葉に集約されてしまったのだ。

（だからって、自分から誘うとか……普通に考えて、ないよね。ぜったいに呆れられてる。尻軽のビッチだって思われちゃったかも……）

　莉子があれこれと思い悩んでいる間に、高梨は莉子をしっかりと胸に抱き寄せて、おもむろに歩き出した。窓の向こうに見える景色は、強い雨足のせいでいくぶん霞がかって見える。さっきから不思議な閉塞感に包まれているのは、きっとそのせいだ。

　そんなことを思いながら高梨の顔を見つめていると、いつの間にかベッドのある部屋に移動していた。

「まだ昼間なのに、もう薄暗くなってきてるな」

　高梨が呟き、部屋の灯りを調整する。飴色の光が降り注ぐ中、彼は莉子を抱いたままベッドの縁に腰を下ろした。莉子は必然的に高梨の膝の上に腰をかけるような格好になる。

「念のために聞くけど、さっき言ったことは本気にしていいんだね？」

「はい。……でも、私……」

　今後のこともあるし、せめて最低限の誤解だけは解いておきたい。そう思うものの、莉子はどうやってそれを伝えていいかわからず、高梨を見つめたまま言いよどんだ。それを見た高梨が、小さく頷いてゆったりとした笑みを浮かべる。

「そんなに心配そうな顔をしなくても大丈夫だ。僕は君がどんな女性か、ちゃんとわかっているつもりだ。君は、軽い気持ちであんなことを言うような人じゃない。言うからには、相当思い悩んでのことだろうし、だからこそ僕は君の申し出を受けようと思ったんだ」

「あ……ありがとうございます。私……本当にその人のことが好きなんです。諦めようと思えば思うほど、惹かれちゃって……。もうどうしようもないくらい、好きでたまらなくて……」

　当の本人を前に、自分でも驚くほど素直な気持ちを口にしていた。そのせいか、自分の中で高梨への想いがいっそう強いものになった気がしている。

「莉子ちゃん、君はとても素敵な女性だ。たとえ君がそうしてくれと言わなくても、僕は君がほしくて仕方がなくなっていたと思うよ」

「えっ……嘘っ……」

「いや、嘘じゃない。君はとても可愛いよ。外見も中身も、実に僕好みだ。……それに、今日の君はすごく綺麗だ」

　さすがにリップサービスだと思った。しかし、高梨はいたって真面目な顔で微笑み、莉子の太ももに指先を這わせてくる。

　それと同時に、彼のキスが莉子の唇を覆った。自然と目蓋が閉じて、身体から力が抜けていく。自分でも驚くほど心臓がドキドキしている。

　これは夢なんじゃないだろうか――そう思ってしまうほど、高梨のキスは唇が溶けてしまうほど熱く、甘い。仰向けの状態でベッドに寝かされ、さらにキスを浴びせられる。

　高梨が莉子の身体の上に覆いかぶさってきた。ずっしりとした彼の重さが、莉子の心を痛いほど震えさせる。

　嬉しすぎて、こうしているだけでも泣き出してしまいそうだ。もう何も考えないで、今だけに集中しよう。所詮、今日を限りに諦めてしまう恋だ。どうせなら、思う存分高梨に抱かれて、一生の思い出にしよう。彼を心と身体に刻み込んで、生涯忘れないように……。

　莉子は精一杯の勇気を振り絞り、高梨の背中にそっと腕を回した。指先に彼の筋肉を感じる。想いを断ち切るためだなんて、嘘っぱちもいいところだ――。

「高梨せんせ……んっ……ぁっ……」

　彼のキスが首筋に移動し、鎖骨の上で止まる。そこを軽く吸いあげられ、背中が浮き上がったすきにバスローブの腰ひもを奪い去られた。胸元がはだけ、あらわになった乳房を、高梨の掌が覆った。ふくらみをそっと揉み込まれて、莉子は小さく声を上げる。

「ゃ……っ……。んっ……あんっ……」

　自分でも恥ずかしいほど甘えた声が零れた。抑えようと思っても、そうできないほど身も心も感じてしまっている。

「綺麗だ……。肌がとても白いし、形も完璧だと思うよ。それに、今すぐに食べてしまいたいほど美味しそうだ」

　口にした言葉をなぞるように、高梨が莉子の柔らかな乳先を唇に含んだ。性急な指に導かれて、莉子は高梨の腕の中で一糸まとわぬ姿になった。

　両方の乳房を交互に吸われ、目の前に薔薇色の火花が散る。太ももをやんわりと撫でられ、気がつけば導かれるように閉じていた両脚を開いていた。

　乳先を離れた高梨の唇が少しずつ下がっていく。見ると、彼は莉子の腰に手を添え、下腹に唇を這わせている。いつそうなっていたのか、高梨もまた何も身に着けていない。

「ひゃ……っ、あっ……。ああんっ……高梨せんせいっ……」

　あまりにも官能的な光景を目にして、莉子はこらえきれず嬌声を上げた。彼はチラリと莉子のほうに視線を向けると、唇をさらに下へと移動させる。

　高梨の掌が莉子の右脚を押し上げ、膝の内側を自分の左肩の上に載せた。止める隙があればこそすれ、彼は莉子の脚の間に顔を近づける。

　花芽の頂を軽く舐められたかと思うと、そこから続く秘裂の中に舌をうずめられた。秘所をたっぷりと愛でられ、莉子は我慢できずあられもない声を上げ続ける。

　聞こえてくる官能的な水音に、腰が砕け全身がガクガクと震えた。

「……た、高梨せんせ……あんっ……あああっ！」

　すさまじい快感が莉子の脳天を突き抜ける。まるで雷に打たれたあとのように全身が痺れた。恥ずかしさに肌が焼けそうに熱くなるけれど、腰をしっかりと抱き留められているから、逃げ出すことができない。左足首を掴まれ、両膝を腰の位置で広げられる。

　おもむろに起き上がった高梨が、仰向けになった莉子を上から見据えてきた。高梨に何もかもさらけ出し、彼にすべてを見られている――ただそれだけで、身体の奥深いところから熱い蜜が溢れ出すのがわかった。

「莉子ちゃん。もっと先に進んでもいいかな？」

　低い声でそう言われ、莉子は躊躇することなく頷いて彼の目を見つめ返す。

「はい、高梨先生……」

　莉子が返事をすると、高梨が優しい顔でキスをしてきた。

「せっかくこうしているんだから、できれば下の名前で呼んでほしいな。……どう？」

　ほんの少し離れていた唇が、またすぐに重なってくる。莉子は高梨のキスに酔いしれながら、かろうじて首を縦に振った。

「よし。じゃあ、僕のほうもそうさせてもらおう。……莉子……。すごく可愛いよ……」

　耳元で囁かれ、いっそう胸のドキドキが増した。硬く尖る花芽を指先で捕らえられ、一瞬息が止まる。

「莉子、好きだよ……」

　何度となくキスをする合間に、健斗のくぐもった声が聞こえてきた。莉子は閉じていた目蓋を上げ、自分を見る彼の目を見つめ返す。莉子を見る健斗の瞳に、扇情的な色が宿った。蜜に濡れた莉子の蜜窟の入り口に、熱い塊があてがわれる。

　それがなんであるか理解すると同時に、莉子の中に健斗のものがゆっくりと押し入ってきた。

「ああっ！　健……あっ、ああああっ！」

　長く閉ざしたままだった隘路に、健斗の屹立が深々と差し込まれる。切っ先が蜜窟の奥に達し、その先にある子宮を突き動かす。身体が浮いたような感覚に陥り、莉子は夢中で健斗の身体にしがみついた。

　思いのほか質量がある彼のものが、莉子の中でいっそう硬さを増す。健斗と一つになっているという喜びが込み上げ、もっと交じり合いたいという願望に変わった。

　健斗が莉子の身体に腕を回し、唇にしっとりとしたキスを落としてくる。莉子の内奥が屹立を抱きしめたまま不随意に震え出した。

「あっ……あんっ！　ああっ……！」

「莉子、もっと感じるんだ。……わけがわからなくなるくらい気持ちよくなって、頭の中にいる男なんか、綺麗さっぱり追い出してしまえ」

　喘ぐ唇の中に舌先を入れられ、身体ばかりか心までとろけた。唇を合わせながら、健斗がゆっくりと腰を動かし始める。途端に愉悦の渦に飲み込まれ、しがみつく指先が彼の肌に食い込む。

　こらえきれないほど強い快楽が莉子の全身を席巻する。腰の抽送が徐々に激しくなり、身体中の肌が粟立つ。内壁を抉るように突かれて、目の前で光の塊が弾けた。

　それと同時に、蜜窟の中で健斗の屹立が力強く爆ぜて脈打つ。

　きっともう、思い残すことなく健斗への想いを忘れられる――。

　健斗と交じり合った余韻にどっぷりと浸りながら、莉子は目を閉じて顔中に降り注ぐキスを甘受し続けるのだった。




　莉子が目覚めた時、健斗はまだぐっすりと眠っていた。時間を確認すると、午前五時を少しすぎたところだ。月曜日とはいえ、祝日である今日は事務所も開いていない。

　ゆっくり寝ていても問題はないけれど、一度目覚めたらいろいろな感情が押し寄せてきて、すっかり眼が冴えてしまった。

（夢じゃなかった……。私、本当に高梨先生と……）

　期せずして、高梨と身体を重ねることになってしまった。

　とっさに思いついたこととはいえ、あの時はたしかに高梨と一度だけでも関係を持てば、長く燻ぶらせている彼への想いを断ち切るきっかけになると思ったのだ。

　けれども、実際そうなってみると、自分がいかに浅はかだったかを思い知る結果になってしまっている。

　健斗に抱かれたことで、よけい彼への想いが募った。今思えば、その可能性のほうが大だったし、実際に抱かれている途中でそうなってしまっていた。

（どうしよう……。私ったら、本当にバカ！）

　突然出くわした非日常的なシーンの連続で、どこかおかしくなっていたのかもしれない。

　今冷静になって考えてみるに、健斗と関係を持ってしまったことでものすごく困った事態に陥ってしまったような気がする。想いが募ってしまったのはもとより、今後彼のもとで仕事をする上で何かしら支障が出ないとも限らない。

　これまではスルーできていたことも、気になって仕方がなくなるかも……。たとえば、健斗に特別な感情を抱いているであろうクライアント。それとは別に、最近になって頻繁に事務所を訪れる女性の存在があった。その人は山本やまもと花梨かりんというモデルで、まだ新人でありながら有名ファッション誌の表紙を飾るほどの美貌の持ち主でもある。

　彼女は一度、紹介という形で事務所を訪れ、仕事上の相談を持ち掛けてきた。その後、何度か事務所を訪れており、莉子とも顔見知りになっている。モデルといえばプライドが高くとっつきにくいイメージがあるが、彼女はとても気さくな性格をしていて好感が持てる女性だった。

　この頃では結構仕事が忙しいらしく、高梨に相談があってもほとんど外で会っている様子だ。その回数は月に数回にわたり、かなりの頻度だといえる。案件によっては長期化するものもあるし、一事務スタッフである莉子には詳しい内容まではわからない。

　もしかして、二人は恋人なのでは？　――そんなふうに思い始めて、もうかれこれ三カ月が経っていた。

　しかしながら、そうであるという確信があるわけではないし、あくまでも莉子の憶測にすぎないのだが……。

「う……ん……」

　莉子の隣で、健斗が身じろぎをする。彼は横向きになって莉子を腕に抱えるようにして眠っており、まだ起きる気配はない。

（普段あれだけ忙しくしてるんだもの……）

　日頃仕事に忙殺されている分、睡眠はきっちりとる――常々そう言っている健斗は、一度寝ると決めたら起床予定時間までぜったいに起きないと、豪語している。

　莉子は健斗の端正な寝顔を眺めながら、だんだんといたたまれない気分になった。

　昨日は夕方前にここに来て、今の時間に至るまでほとんどベッドから出ることなくすごしている。夜更け前に、ルームサービスで軽食はとった。しかし、それ以外はずっと裸のまま、健斗の他愛ない話に聞き入ったり、キスをしたり、また抱き合ったり――。

　眠る健斗の腕の中で、莉子は昨夜のことを思い出して赤面する。

　一度だけと思っていた交わりは、結局それだけでは済まなかった。手練れている健斗に応えて、幾度となく身体を重ね、挿入の悦びを味わったのだ。

『――部屋を出るころには、もうすっかりその人のことを忘れて、新しい自分として歩き出せると――』

　頭の中に昨日、自分が言った言葉が蘇ってくる。

　健斗とすごした夜は言葉にならないほど素晴らしいものだった。しかし、結論から言えば、莉子がとった行為は明らかに逆効果だった。

　当初の目的を早々に見失い、どっぷりと高梨への想いに浸りきってしまっている……。

　莉子は自分の浅はかな行為に半ば呆れながら、身体に巻き付いている健斗の腕をすり抜けてベッドから抜け出た。そして、すぐ横に立って彼の寝顔を見下ろす。

　いったいどうしたらいいだろう？　約束をしたからには、健斗のことを綺麗さっぱり忘れてしまわなければならない。

　けれども、果たしてきっぱりと諦められるだろうか？　いずれにしろ、高梨との関係に未来はないのに――。

　外はまだ夜明け前の暗さを保っており、部屋の中もまた薄暗いままだ。莉子が健斗の顔を見つめながら、よろよろとすぐそばにある一人掛けのソファに腰を下ろした。

（あれっ？）

　座ってみて、すぐに違和感があった。あわてて立ち上がりソファの上を見ると、そこに事務所で使っている茶封筒が置かれていたことに気づく。目を凝らしてみると、封筒の左側に赤ペンで「重要」と書かれている。

（えっ、仕事用の書類？　うわぁ、もしかしてくしゃくしゃになっちゃった？）

　莉子は急いで茶封筒を手に取り、ベッドルームをあとにした。知らなかったとはいえ、何かしら大切な書類を踏みつけにしてしまったかもしれない。カウンターバーのところまで移動し、明かりの下に封筒を置いた。宛名はなく、封もされていない。幸いさほど折れ曲がってはいないようだが、中身はどうだろう？　おそるおそる中を取り出してみると、二つ折りにされた桜色の紙が出てきた。破れたりはしていないが、若干折り目がついてしまっている。莉子は内容を確認するために紙を開いた。

「え？　……これって……」

　莉子はまじまじと書類を見つめながら、ぽかんと口を開けた。よく見るスタンダードなものではないそれは、どこかで入手したらしい花模様がついた婚姻届だ。

　氏名欄に書かれているのは「高梨健斗」と「山本花梨」。妻側の欄は、すべてきちんと埋められており、あとは夫側の記入をするだけになっている。

「……高梨先生と山本さんが、結婚……？」

　一瞬で血の気が引き、莉子はカウンターに肘をついて寄りかかった。二人の関係を勘繰りはしていたが、もうここまで話が進んでいたとは思ってもみなかった。

　心臓が締め付けるように痛くなり、息が詰まる。気持ちの収拾がつかなくなり、指先が震え出した。混乱して、冷静に考えることができない。けれども、ここにいてはいけないことだけは、はっきりとわかっている。

（帰らなきゃ……。ここにいちゃいけない……）

　婚姻届を茶封筒の中に戻すと、莉子はできる限り音を立てないようにしながら帰り支度を始めた。だんだんと外が明るくなり始めている。急がないと、健斗が起きてしまう。

　急いでリビングに行き、クリーニングされて戻ってきた衣類を身に着ける。

　身支度が済むと、莉子はベッドルームに入り、茶封筒をもとの位置に戻した。そして、さっき用意したばかりのメモ書きをサイドテーブルの上に置く。

　健斗は、まだ眠っている。

　もともと想いを断ち切るために一晩ここですごしたのだ。だから、本来の目的は達成した。だが、まさかこんな形で終わりを迎えようとは思いもしなかった。

　正直、まだ健斗のことを心から想っている。しかし、彼には婚約者がいた。知らなかったこととはいえ、本当に申し訳ないことをしてしまったものだと思う。

　健斗とて、莉子とこんな関係になるのは本意ではなかったはずだ。

　彼が莉子を受け入れたのは、たぶん彼が人一倍優しいから。法律家であると同時にフェミニストでもある健斗は、おそらく莉子の訴えを聞いて哀れに思ってくれたのだろう。

　もしくは、食べたくもない据え膳を仕方なく受け取っただけ。

（山本さん、ごめんなさい……。もう、きっぱりと諦めます。本当にごめんなさい。もう、二度とこんなことにはなりませんから……）

　莉子は息をひそめ、健斗のほうに少しだけ顔を寄せた。そして、数秒だけ健斗の顔を見つめたあと、ゆっくりと踵を返し部屋をあとにしたのだった。










第四章

一人ぼっちの逃避行











　ホテルを出た莉子は、いったん自宅アパートに戻り休暇用に準備した荷物を持って沙知のアパートを訪ねた。祝日である今日、沙知は空港まで莉子を送ると言ってくれていたのだ。彼女が淹れてくれたコーヒーをすすりながら、莉子はレストランデートから始まることの顛末をかいつまんで話した。

「嘘っ……そんなことって、ある？」

「びっくりでしょ？　私も、ほんと驚いちゃったし……」

　デートの約束をした場所に現れたのが、片想いをしている上司だった。その人とまさかの展開で一晩すごし、次の日には失恋が決定的になるというおまけ付きだ。

　およそ信じられないような展開に驚きつつ、沙知が莉子に慰めの言葉をかける。

「なんか、ごめんね。……私、すごくよけいなことをしちゃったよね」

「ううん、そんなことないよ。むしろ、はっきりしてよかったと思う。……それでね、沙知。悪いけど、私が出発したあとで、これを投函してくれないかな？」

　莉子は取り出した封筒を沙知に手渡した。あて先は高梨法律事務所だ。

「うん、わかった。……莉子、もしかして中身、退職願？」

「あたり」

　むろん、このまま事務所に顔を出さずに辞められるわけではない。本来なら、直接真壁や健斗に言うべきことだけれど、休暇に入る都合上、意志表示だけでも先にしておこうと思ったのだ。

「高梨先生から連絡はあった？」

「うん、アパートに帰り着いてすぐにメッセージが届いた」

　サイドテーブルに残したメモには、急用で一度実家に帰らなければならなくなったと書いた。嘘はつきたくなかったが、健斗によけいな心配をしてほしくなかったのだ。

　当然のことながら、彼は莉子を気遣うようなメッセージを送ってきた。

「返事したの？」

「うん……。大丈夫です。何も問題ありません、って」

　いささか事務的すぎるとは思った。けれども、今の莉子にはそれが精一杯だったのだ。

　それからほどなくして、莉子は沙知に見送られて飛行機に乗り込んだ。

　指定された席につき、一路バリ島へと向かう。

　直行便のチケットが取れなかったから、乗り継ぎ込みでおよそ十二時間の空の旅だ。

　一人旅は、これがはじめてではない。しかし、これまではすべて国内旅行だったので、違う国を一人で歩き回るのはこれがはじめてだった。周りを見回すと、ほとんどがグループ旅行らしき乗客たちばかり。莉子のように周りを窺っている一人ぼっちの女性など見当たらない。

（ちょっと無謀だったかな？）

　今になって少し不安を感じ始めた莉子は、今回の旅行を決めた時の自分の心情を思い返してみる。

　莉子はこの一年、自分なりに司法書士の資格取得に向けて勉強をしてきた。そして七月の筆記試験に臨み、精一杯やり切ったつもりでいたのだ。しかし、いざ蓋を開けてみると思うような点数を出すことができず、ギリギリ合格するか否かの結果しか出せなかった。

　二度あることは三度ある。今回も不合格だったらどうしよう――。そう考えた時、莉子はさらに漠然とした将来への不安を感じた。

　最近の莉子はちょっとした低迷期に入っているように思える。

　大きな失敗をしでかすわけではないけれど、それはさほど重要な仕事を任されていないだけ。恋愛に関して言えば、いつまでもぐずぐずと片想いをこじらせているばかりだ。

　だからこそ、海外への一人旅を決めた。

　間違ってはいないにしろ、今までのやり方では今一つ手ごたえが感じられない。一度今までのやり方を変えるつもりで、ゆっくりと今後のことを考えてみるのもいいかもしれない。

　どうせなら誰も知らない言葉も通じない海外に行って、いろいろなことを見つめなおしてみてもいいかも――そう思っている時に、タイミングよく健斗から休暇の話をもらったのだ。

　明後日には試験の合否がわかる。もともと、結果次第では今の事務所を辞めたほうがいいのかもしれないとは思っていた。だから、今回健斗に結婚の予定があるとわかったのは、退職に向けて背中を押されたような感じだ。

　もちろん、いささか急な決心であることはわかっている。けれども、きっといろいろなことが重なって、今のタイミングで退職への道筋ができたのだと思う。

（うん、忘れよう……。とりあえず、高梨先生のことはぜんぶ忘れる！　あとのことは島に着いてから考えればいいや）

　決して投げやりになっているわけではないけれど、今はそれくらいしか対処法が見つからない。昨夜あまり寝ていないせいか、にわかに眠気が襲ってきた。

　眠れる時に眠っておこう。そう思った莉子は窓の外の雲海を眺めながら、うとうとと浅い眠りの中に落ちていった。





＊　＊　＊






　九月最後の火曜日は、朝から雨続きだ。

　その日ようやく仕事を終えた健斗は、シティホテルの地下駐車場に車を滑り込ませた。

　都心にいくつものビルを所有し、そのうちの一つを住まいにしている健斗だが、訳あってもうひと月もの間ホテル暮らしをしている。

　車を所定の位置に駐車させると、健斗はエレベーターで上階を目指す。途中、顔見知りのコンシェルジュと挨拶を交わし、部屋のドアを開ける。

　ドアを閉め中から鍵をかけると、健斗は大きく息を吸い込み、それをため息にして吐き出す。

「ふう……。それにしても、よく降るな……」

　ジャケットを脱いでソファの背もたれに掛けると、健斗は窓の前まで歩を進めた。

　この部屋に星野莉子を招いて、一晩すごしたのはほんの二日前のことだ。

　バッグからスマートフォンを取り出し、着信やメッセージの有無を確認する。

（莉子ちゃんからは連絡なしか……）

　健斗は早々にスマートフォンを手放し、窓際のソファに腰を下ろした。バリ島の時間は、東京よりも一時間遅い。時計を確認すると、もう午後十一時を回っている。

　せっかくの休暇で遠い南の島に行っているのだ。やたらと連絡をして邪魔をしたくはないし、かといって向こうから何も言ってこないことが気になって仕方がない。

　突発的な出来事だったとはいえ、仮にも男女の関係になった自分たちだ。健斗としては、もう少し二人の関係性が好転すると期待していた。けれど、朝起きて目が覚めた時には、星野莉子はメモだけを残し、ホテルをあとにしていたのだ。

（どうしてだ？　気づかないうちに、何かとんでもないミスをしたか？）

　彼女がいないとわかってすぐに、健斗は莉子にＳＮＳでメッセージを送った。あえて電話連絡にしなかったのは、彼女の都合を考えてのことだ。内容については、かなり考えたあげく、普段使いの文言を選んでみた。

『おはよう。メモを読んだよ。大丈夫か？　もし僕にできることがあれば、遠慮なく言ってくれ』

　これに対して彼女が返してきたのは『大丈夫です。何も問題ありません』という短いメッセージだけ。

　とりあえず大丈夫なのはよかったが、ちょっと素っ気なさすぎやしないか。前夜のことを考えれば、もう少し親しみを感じさせる言葉を寄こしてもいいような気がする。

　もしかして、問題ないという言葉の裏に、何か隠していることがあるのではないだろうか。そして、その原因が自分にあるとすれば――。

（ちくしょう。いったいなにをしでかしたんだ？）

　そんな考えが頭に浮かんでからというもの、健斗は二人に関するありとあらゆる憶測し、一人密かに懊悩おうのうした。

　持ち前の人当たりの良さと風貌のせいか、健斗は百戦錬磨の恋愛マスターに見られがちだ。

　それをいいことに、実際そうであるかのように振る舞ってきたのも確かだった。なぜかというと、そのほうが楽だったから。

　周りが勝手にイメージする自分を緩く演じていさえすれば、皆それなりに納得してくれる。そうするうちに、健斗自身もいつしか架空のイメージに合わせることに慣れてしまっていた。

　しかし、本当の自分はまるで違う。学生の頃は司法試験に向けて勉強が忙しかったし、資格を得て今の職業に就いてからというもの、日々持ちこまれる案件に忙殺され、恋愛に時間をかける余裕などなかった。仕事となれば、老若男女問わず人の気持ちに寄り添い、隠れた心情まで読み取りつつ日々励んできた。

　しかし、自身の恋愛となると話は別だ。恋人と呼べる女性は何人かいたが、実のところいまだ女性の扱いには慣れていないし、かといって適当にあしらう術も知らない。

　だからこそ星野莉子一人に、こんなにもてこずっているのだ。

　あの日、レストランで案内された席に座る彼女を見つけた時は、心臓が飛び出そうなほどに驚いたものだ。それをどうにか誤魔化しながら食事を終え、突然の雨に助けられてこの部屋に彼女を招き入れた。

　そして、まさにめくるめく時をともにすごし、朝目覚めたら腕の中にいたはずの彼女が消えていたという事実に直面する。

（まったく、情けないったらないな……）

　健斗は大きくため息を吐いて、渋い表情を作る。一応メモは残されていたものの、おそらく彼女がいなくなった理由は別のところにあったのだろう。だが、その理由とは何だ？

　彼女を捕まえて問いただすことができない今、いったいどう対処すればいいのか……。

　彼女は今、最短でも飛行機で七時間かかる距離にいる。自分にできることといえば、タイミングを見計らってご機嫌伺いのようなメッセージを送ることだけ。

　しかしながら、明日の夕方にはいよいよ司法書士資格試験の合否が発表される。明日送るメッセージには、十分な配慮が必要になりそうだ。

「おっと――」

　腕の位置を移動させると同時に、傍らに置いていたバッグが床に落ちそうになる。

　引き続き難しい表情を浮かべながら、健斗はバッグを取り上げて中から皺が寄った茶封筒を取り出した。

　星野莉子のこととは別に、健斗には抱えている個人的な問題がもうひとつある。

　それは、ちょうど一年前に紹介でやってきた女性クライアントからの付きまとい行為だ。

　最初こそ、依頼人の立場を守っていた彼女だったが、近頃では行動がどんどんエスカレートしてきている。

「まいったな……」

　健斗は封筒に入れられた婚姻届を取り出し、眉間に縦皺を寄せた。中には山本花梨から事務所経由で健斗個人に送られてきた婚姻届が入っている。彼女から好意を寄せられていることは、以前から気づいていた。

　それがわかった時点で、なるべく二人きりにならないようにし、適度に距離を置いた対応を心掛けたつもりだ。しかし、それがかえって逆効果になってしまったのか、ある時突然事務所から出るのを待ち伏せされ、いきなり交際を申し込まれた。

　当然のことながら、弁護士たる者、依頼人とプライベートな関わりを持つことなどできない。その場で、きっぱりと断った。しかし、彼女はこちらが言うことをすべて自分の都合のいいように解釈し、執拗に想いをぶつけ続けてくる。

　彼女から記入済みの婚姻届が来たのは、これで三回目だ。

　このことは、もうすでに彼女のマネージャーにも話してあるし、山本花梨の両親の耳にも入っている。聞くところによると、彼女の思い込みが激しいのは今に始まったことではないらしい。もともと思いつめる性格でもあるようで、場合によっては一度実家に帰ってしかるべき対応をとりながら様子を見ることも視野に入れていると言っていた。

　それはそうと、なぜ星野莉子はこうも沈黙を守っているのだろう？

　あんなことがあったあとなのだから、当然今後の二人の関係性について気になっているはずだが……。

（うーん……ちょっとかっこつけすぎたか？）

　ようやく念願かなって彼女を胸に抱いたのだ。本来なら、雄叫びを上げて喜びたい気持ちだった。けれど、つい上司と部下という立場を考えてしまい、感情を極力抑えた態度をとってしまった。

　日頃塩対応の彼女だが、ともに夜をすごした時は驚くほど素直な感情をさらけ出してくれていたように思う。それなのに、自分ときたら肝心な時に言うべきことを言いそびれ、想いを伝えきれなかった。

　今度面と向かって話す時は、もっとストレートに、なおかつ大袈裟なくらい感情をぶつけて愛を囁こう。

　そして、彼女の真意を聞き出して、きちんと想いを確認し合った上で、もう一度彼女を抱きしめてキスをしよう。

　そう心に決めた健斗は、目を閉じて来るべきその日に思いを馳せるのだった。
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　莉子が日本から飛び出してから、十一時間後。

　少しの出発の遅れと、乗り継ぎを経てようやくバリ島に到着した。飛行機を降りると、途端に南国の熱い空気の洗礼を受ける。

「うわぁ、あっつい……！」

　思わず声を上げて、空を見上げた。雲一つない青空を見るうちに、長時間狭いシートに押し込められていた身体が少しずつほぐれていく。

　空港から専用の送迎バスに乗り、ホテルに無事到着した。案内された部屋に入ると、ひんやりとした室温が肌に心地よく感じる。

　窓の外を見ると、南国の植物が茂る庭の向こうにビーチが広がっているのが見えた。

「海、キラキラだなぁ……」

　荷物を解き、十数時間ぶりに広々とした空間で一人を満喫する。それからしばらくは、これから行く予定にしている観光地のことを考えていた。けれども、気がつけば健斗の顔を思い浮かべ、ため息を吐いている。

　こんなに遠くまで来たのに、考えることは日本にいる時と何ら変わりはない。移動中、極力ほかのことを考えていた反動なのか、むしろいつにも増して頭の中は健斗でいっぱいになってしまっている。

「なんなのよ、もう……」

　文句を言いつつも持参したガイドブックを開き、あらかじめチェックしておいたレストランの場所を確認する。外はまだ十分に明るいけれど、すでに午後三時すぎだ。

「どうしようかな……。とりあえずシャワーを浴びて、プールに行く？　だとしたら、夕ご飯はホテルで済ませちゃうか……」

　あれこれと考えながら着替えを済ませ、ホテル内のプールでひと泳ぎした。夕日の美しさを堪能しながら早めの夕食をとり、早々にベッドに入る。

「明日は合格発表か……。受かっていますように……。もしダメでも、前向きでいられますように……」

　間接照明に照らされた部屋の中は、穏やかな飴色に包まれている。

　結局、常に頭の隅で健斗のことを考えてしまい、何をするにも上の空になってしまった。

「ダメダメ！　いい加減終わりにしなきゃ。……って、私ったら独り言多くない？」

　今さらながらそのことに気がつき、莉子は意識的に唇を固く結んだ。

　もともと寝不足が続いていたのに、移動中あまり眠れなかったせいか、にわかに目がしょぼしょぼとしてきた。

（もう寝ちゃおうかな？　起きていても余計なことばかり考えちゃいそうだし……）

　莉子が目を閉じてすぐに、枕元に置いたスマートフォンが震えた。マナーモードにしているから、音はしない。莉子は着信に気づかないまま眠りに落ち、翌朝日が高くなるまで目を開けることはなかった。




　次の日、ようやく昼頃になって目を覚ました莉子は、あわてて起き上がりスマートフォンを手にした。見ると一件の着信があり、そのほかにもＳＮＳでメッセージが届いている。

　連絡は、いずれも健斗からのものだ。

（今頃もう退職願、届いてるよね……）

　沙知に確認をとったところ、約束通り莉子を空港で見送った後に封筒を投函したと言っていた。仕事の都合で事務所をあけることがある健斗だが、留守中に届いた郵便物は佐々木ささきが受け取ってきちんと手渡してくれているはずだ。

　だから、おそらく用件は莉子が出した退職願のことだろう。

　留守番電話にしていないから、着信は履歴が残っているだけ。メッセージは文面を読まないままとりあえず保留にしておく。

　いくら休暇中とはいえ、職場からの連絡に気がついた時点で何かしら対応すべきだとはわかっている。けれど、どうしても気持ちの整理がつかない。今ここで健斗の声を聞けば、ますます気持ちが揺れてしまいそうだ。

（とりあえず、合否確認をしよう……）

　法務省のサイトに接続し、所定のページを開く。一瞬硬く目を閉じ、思い切って掲載されている数字に見入る。

（あ……）

　心臓がぎゅっと縮んだようになり、一気に気持ちが沈み込んだ。

　果たして、莉子の受験番号はそこには載っていなかった。スマートフォンを握りしめたまま、莉子はしばらくの間何も言わず放心する。今一つ自信がなかったとはいえ、やはり一縷の望みは捨てきれずにいた。

　莉子は小さく息を吸い込み、ゆっくりと吐き出す。

　失恋をして、逃げ出した海外で、三度目の不合格を知った。せめて、何かしら気持ちが楽になることがあればいいが、何をやっても間が悪い時はあるようだ。

　きっと、今がその時なのかもしれない。こうなったら、あまり無理はせずできるだけのんびりとすごそう。

　落ち込んだ気分のまま、今一度自分なりに不合格になった要因をさぐってみる。

（もう少し時間配分を考えればよかったなぁ……。あと、うっかりミスさえなければギリギリ合格できたかもだし……）

　あれこれと思いあぐねながら、見るとはなしにつけっぱなしにしていたテレビ画面を眺める。しかし、いくら分析したところで、もうあとの祭りだ。要は勉強不足だったのだという結論に達し、莉子はようやく重い腰を上げる。

「さてと……せっかく来たんだもの。ぼちぼち外に出かけようかな」

　当初からのんびりすることを目的としていた旅だから、スケジュールはあってないようなものだ。

　特に急ぐわけでもなく外出の準備をして、ホテルのフロントでバスの路線図と時刻表を確認する。

　往復の飛行機はできるだけ金額を抑えたが、女性の一人旅ということもあって、ホテルをはじめ滞在中に利用する施設は治安がいい場所に限定してある。今から向かう先も観光に特化した安全と言われている地域だ。

　ホテルから繁華街までは、およそ二十分。

　乗り合わせた外国人観光客とカタコトの英語で言葉を交わしながら、目的地を目指す。

（えっと……次で降りればいいんだよね）

　目当ての停留所に到着し、バスを降りる。

　あらかじめ決めておいたレストランに行くと、運よく二階のバルコニー席が空いていてそこに座る。シーフードたっぷりのディナーを堪能して、のんびり行き交う人や車を眺めていた。

　そうしているうちに、どんよりと暗かった気持ちが、いくぶんほぐれてきたような気がする。

　しかし、放っておくとまたすぐに高梨のことを思い浮かべてしまう。

（朝届いてたメッセージ、ぜったいに退職願についてだよね……。だとしたら、ちゃんと返事しないと……）

　そうは思うものの、やはりメッセージを開く踏ん切りがつかない。

　辞めると決めたからには、もちろんきちんとした手続きを踏んで、引き継ぎを終わらせてから退社するつもりだ。

（求人の募集をかけて採用が決まるまで、どのくらいかかるかな……。ベテランの田中さんがいるからとりあえずは大丈夫だろうけど……）

　莉子よりも勤続年数が五年も長い田中は、夫のほかに社会人の息子が二人いる五十代だ。

　とても話し好きの彼女は、莉子によく家族の話を聞かせてくれる。田中の面白おかしい家族話は、とてもほのぼのとしていて、彼女の穏やかな性格が窺い知れるエピソードが満載だった。

（辞めちゃうと、田中さんの話も聞けなくなるなぁ。でも、連絡先は知ってるし、きっとまた会って話せるよね……）

　田中と会えなくなるのを寂しいと思っているのは本当だった。だが、心が痛む一番の理由は、言うまでもなく高梨に会えなくなってしまうことだ。

　そんなことを考え始めたら、またしても気持ちがどんよりと落ち込んできた。

（いけない。せっかくの美味しいディナーが台無しになっちゃう。……とりあえず、ここを出て、ちょっと散歩にでも……あれっ？）

　横掛けにしていたバッグの中を探るも、あるはずの財布が見当たらない。もしかして忘れてきたのかと思ったが、ここまでバスに乗ってきたのだからそれはなかった。

（えっ……財布……どこに行ったの？　まさか、落とした？　でも、どこに――）

　ポーチの中には、財布とスマートフォンのほかに、ちょっとした化粧品くらいしか入れていなかった。一応用心のために通路とは反対側にくるようにしていたし、盗られたという感覚はない。

　幸いスマートフォンは手元に置いていたし、なくなった財布には現金だけでカード類は入れていなかった。金額も大したことはないが、それがなければここの支払いをすることができない。

「うわ……どうしよう……」

　とりあえず、ホテルに電話をする？　それとも先にレストランの人に事情を話したほうがいいだろうか。

　椅子に座りながらオロオロしているのを見咎められたのか、斜め横に座っていた四人グループのうちの一人が、莉子のほうに歩いてきた。

「どうしました？　もしかして、財布でも落としましたか？」

　聞こえてきた流ちょうな日本語に驚いて顔を上げると、そこに立っているのは日本人と思しき男性だった。

「えっと……はい。たしかにバッグに入れて、バスでここまで来たんですけど、今探してみたらなくなっていて……」

「ああ……もしかしてスリにあったのかもしれませんね。このあたり、わりと治安はいいんですけど、たまにそういう質の悪い奴も出没するんですよ」

「そうなんですか……。あの、もしかして日本の方ですか？」

「ええ。日本人ですよ。でも、旅行者じゃなくて、こっちに住んでいるんです」

　聞けば、男性は今から五年前に、ここバリ島で小さな旅行会社を立ち上げ、主に日本人相手に仕事をしているらしい。

「よかったら、お金をお貸ししましょうか？　なんだったら、ホテルまで送りますし」

　着ている洋服のせいか、男性は正直あまり真面目そうには見えない。

　しかし、人は見かけで判断してはいけないし、なにか策を講じないことには無銭飲食で捕まってしまう。それに、こちらの様子を窺っている四人のうち、二人は女性だ。

　多少の不安を残しながらも、莉子は思い切って申し出を受けることにした。

「そうしていただけると助かります……。でも、お連れの方は……」

「ああ、彼らはうちの会社のスタッフです。みんな現地の人ばかりだし、これからみんなを車で送りがてら、ホテルまでお送りしますよ」

　男性がうしろを振り返って手を振ると、残っていた三人が微笑みながら手を振り返してきた。

「でも、いきなり話しかけられて、さすがに心配ですよね。名刺、お渡ししておきます。はい――僕、馬淵まぶち一平いっぺいっていいます。どうぞよろしく」

「あっ……星野莉子っていいます。こちらこそどうぞよろしくお願いします」

　ぎこちなく自己紹介を済ませると、莉子はふと思い立ってスマートフォンを手に取った。

　いくら日本人とはいえ、相手は遠い外国ではじめて顔を合わせた人だ。疑ってかかるわけではないけれど、一人で来ているのだから用心するに越したことはない。さすがに日本からの助けを要請するわけにはいかないけれど、とりあえず誰かしらに連絡をとって、現状を聞いてもらおうと思ったのだ。

「ふぅん、星野莉子さん、か。もし違ったらごめん。莉子さん、一人旅でしょう？」

「えっ……なんでわかったんですか？」

　思わず返事をしてしまい、あわてて口を閉じたけれど、もう遅い。

「ああ、やっぱり。もう五年もこっちにいると、だいたいどんな感じで旅行に来ているかわかるようになるんですよ。――さあ、だいぶ混んできたし、とりあえず支払いを済ませましょう」

　夕方近くなり、比較的すいていた店の中もいつの間にか満席になっている。

「は、はい」

　莉子は椅子から立ち上がり、馬淵に従ってレストランの一階に下りた。途中、馬淵の会社スタッフの女性が話しかけてくれたけれど、残念ながら何を言っているのかぜんぶを聞き取ることができない。かろうじてわかったのは「ドントウォリー」という英語と「サニア」という名前だけ。

　莉子が微笑んで「サンキュー」と言うと、サニアも白い歯を見せて微笑みを返してくる。

　支払いを済ませてレストランの外でサニアとともに待っていると、ほどなくして馬淵が店の前に車を回してきた。

「さあ、乗って」

　馬淵が声をかけるとスタッフの二人が先に車に乗り込み、残っていたサニアが莉子を助手席に乗るよう勧めてくれる。

「あ……でも――」

「ドントウォリー、リコ。ドントウォリー」

　うしろからほかの車が近づいてきており、莉子は仕方なく助手席に乗り込む。

「ご迷惑かけてすみません。ホテルに着いたら、すぐにお返ししますので」

　若干上ずった声でそう言うと、馬淵が車を発進させながら朗らかに笑った。

「わかりました。ホテルはどこですか？」

「シンディーズ・バリです」

「ああ、あのホテルなら、いつもの通り道だ。あそこだと、サニアの家が一番近いかな」

　馬淵が言うと、背後からサニアが同意する声が聞こえてくる。

　もしかして日本語が理解できている？　だけど、わざわざうしろを振りかえって質問するほど気持ちの余裕がない。

　知らない間に歩道には観光客らしき人が大勢集まってきており、通りは一段と活気を見せ始めていた。

「もしかして、今回の旅は傷心旅行？」

　車を走らせながら、馬淵が質問をしてきた。

「いえ、そういうわけじゃ……。ただ、日頃の疲れを癒やそうと思って」

「なるほど。癒やしならこの島の専売特許だ。なんだったら、いいツアーを紹介しようか？　せっかく縁あって出会ったんだから、格安の料金でご提供しますよ」

　冗談とも本気ともとれる口調で言われて、莉子は返答に困ってしまう。

「いや、もし莉子さんさえよければ、個人的にツアーを組んでもいいかな……。こっちにはいつまでいるの？」

「えっ……土曜日の朝の飛行機で帰ります」

「じゃあ、実質あと二日か。ふぅん……二日間の癒やしツアー、いろいろと希望を聞けるけど、どんなのが好み？」

「こ、好み……って……でも私、もうほかに予定しているものがあるので――」

　答えた声が、ちょうど通りすがった車のクラクションの音にかき消される。どうやら運転していた人物が知り合いだったらしく、馬淵は自分からもクラクションを鳴らして窓の外に向かって手を振る。

（さっき言ったの、聞こえたかな……）

　様子を窺うも、どちらだかわからない。後部座席から何かしら話しかけられ、馬淵とスタッフの会話がしばらくの間続く。

　外はまだ明るさが残っており、ドライブをするには快適な時間帯だ。カーステレオから聞こえてくる音楽は、たぶん現地で流行っている曲なのだろう。

　信号で車が停まり、後部座席に乗っていた女性スタッフが一人下りる。

「バイバイ」と手を振りながら声をかけられ、反射的に「バイバイ」と同じように返した。

（悪い人ではなさそうだけど……。でも、やっぱり予定通り一人ですごそう）

　もともとさほど社交的なほうではないし、ましてや失恋したばかりだ。莉子はそう心に決めて、タイミングを見計らってその旨を伝えようとする。

　次の信号でもう一人下りて、残っているのは莉子と馬淵、そしてサニアの三人だけになった。すると、サニアが何か言い出し、馬淵がそれに応える。

　いったい何を言っているのかわからないし、聞き慣れない言葉の応酬に口を挟む隙などなかった。

「よし、莉子さん。少し付き合ってくれませんか。サニアが莉子さんともう少し一緒にすごしたいと言ってます。もちろん、ここからは僕のおごりですから」

　馬淵が言い終わると、背後からサニアが手を伸ばして莉子の肩に掌を載せた。

「リコ、オネガイ、イッショニ」

　拙い日本語で懇願され、莉子はどうしようかと迷いながらうしろを振り返った。結局、こちらを見る大きな黒い瞳に負けて、少しだけという条件付きでバーに立ち寄ることになる。

　行き先は、莉子の宿泊先からほど近い違うホテルの二階にある店。

　そこは、海が見えるバーとしてガイドブックに載っている有名店だ。

「リコ、イッショニイク、アリガトウ」

　サニアににっこりと微笑まれ、莉子もまた微笑みを返す。

　少したれ目で丸顔のサニアは、とても可愛らしい顔だちをしている。しかし、出会ってまもない異国の人ということに変わりはないし、本当ならもうとっくにホテルに帰るバスに乗っている時間だ。

　旅先の出会いを大切にしたいという思いと、用心しなければならないという警戒心が、莉子の中でせめぎ合っている感じだ。

　バーに入ると、すでに満席の状態だった。しかし、やってきた支配人らしき男性が、馬淵の顔を見るなり満面の笑みを浮かべ、奥の席に三人を通してくれた。

　どうやらそこはＶＩＰ席らしく、ほかの席とは一線を画している。

　馬淵に促され、莉子は二人掛けのベンチ席の左側に座った。その正面にサニアが座り、馬淵もその横に腰を下ろす。

「さあ、莉子さん。好きなものを頼んで」

　馬淵がメニューを開き、サニアがそれを真っ先に覗き込む。

「お勧めがあるけど、それはどう？」

　馬淵が聞くと、サニアは莉子の顔を見ながら大きく頷く。

「じゃあ、それを」

　やってきた現地の衣装を着たウエイターに注文をすると、間もなくこんがりと美味しそうに焼けたスペアリブとポテトフライが運ばれてきた。

　それぞれの前に飲み物が置かれ、馬淵が音頭をとって三人がグラスを合わせる。

　しばらくの間、料理をつまみながら英語と日本語を交えた会話をしているうちに、だんだんと辺りがオレンジ色に染まってきた。

「ほら、見て。もうじき夕日が沈むよ」

　馬淵が半分下りていたロールカーテンを上げると、まさに今夕日が水面に触れそうになっているところだった。

「うわぁ、すごい……！」

　オレンジ色の太陽が、辺りを同じ色に照らしている。まるで一枚の絵を見ているような美しさを前に、莉子は声もなくただ目の前の風景を見つめていた。

「……すごく綺麗ですね！　まさかこんな特等席で夕日が落ちるのを見れるなんて――」

　莉子が言うと、サニアはニコニコと笑いながらあたりを見回した。そして、洗面所のある方角を指さし、席を立った。

（トイレかな？）

　そう思いながらサニアの背中を見送り、またしばらくの間夕日が落ちるさまを見つめていた。すっかり日が落ちて、辺りが急に暗くなる。すると、店のあちこちに置いてある松明に順次火が灯り始めた。

　ふと前を見ると、いつの間にか馬淵が莉子の正面に移動してきている。

「あれ？　そういえば、サニアは……」

「ああ……あれ？　ちょっと待って。サニアからだ――」

　馬淵が傍らに置いたスマートフォンを手に取り、タップして耳に当てる。そして、何か話しながら軽く頷き、莉子のほうに困ったような視線を投げかけてきた。

「――サニア、急に帰らなきゃならなくなったそうだよ」

「えっ……そ、そうなんですか？」

「うん、家に彼氏が来たって。だから、このまま席に戻らずに帰るみたいだ。莉子にはごめんねって言っておいてくれって」

「そ……そうですか……」

　急な用事なら仕方がない。しかし、どう考えても不自然だし、これは普通に考えて騙されたということだろう。

「だったら、私、もう帰ります」

「どうして？　まだもう少しいいだろう？　せっかく夕日があんなに綺麗なんだし」

　馬淵の手が、いきなり莉子の手の上に重なってきた。

「わっ……！」

　驚いて急いで引っ込めた手を、立ち上がった馬淵が執拗に掴もうとしてくる。

「莉子、そんなに難しく考えなくていいんじゃない？　ここにいる間だけでも、楽しもうよ。バリには癒やしを求めて来たんだろう？　だったら、僕が君を癒やしてあげるよ」

　席を立った馬淵が、莉子の隣に来ようとしている。あわてて立ち上がった莉子は、ベンチの反対側に移動して逃げ出そうとした。

「結構です！　私、そういう癒やし要りませんから！　それに、私にはまだ好きな人が……忘れようと思っても、どうしても忘れられない人がいるんです！」

　自分で自分の言葉にはっとした莉子は、自分を見る馬淵の顔を見つめながら唇を固く結ぶ。

「……私、その人のことが本当に好きなんです。……もし、勘違いさせてしまったならすみません……。馬淵さんには助けていただいたし、感謝しています。でも、そういうのは無理なんです……。私、本当にその人のことが好きで……」

　言いながら、なぜか急に視界がぼんやりしてきた。気がつけば頬に大粒の涙が伝っている。今泣いている場合ではないことはわかっているのに、どうしようもなく涙が溢れてきてしまう。

「え？　いや、だからそんなに難しく考えなくてもいいって――」

　馬淵が、なおも莉子のほう来ようと迫った時、店の入り口から聞き覚えのある声が響いてきた。

「莉子！　どこだ？」

　馬淵を避けてベランダのほうに後ずさっていた莉子は、はたと足を止めて入り口のほうを見た。

「莉子！　莉子、どこにいる？」

　声が近づいてくる。莉子は驚きのあまり声を出すことができない。それでもなんとか近づいてくる声に応えようとして、懸命に口を動かしてその人の名前を呼ぶ。

「健斗さんっ……！」

　莉子がかすれた声でそう言うと同時に、髪を振り乱した健斗が近くまで駆け込んできた。

「莉子！」

　ベランダのところまで一足飛びに駆けてきた健斗が、莉子を腕の中に掻き抱いた。そして、じろりと馬淵のほうを睨みつけると、唸るような低い声で話し始める。

「君は誰だ？　僕は日本で弁護士をしている。この人は僕の大切な人だ。場合によっては、君を日本に連れ帰って、一生刑務所から出られないように法的処置をとらせてもらう」

　健斗の声には、今までに感じたことがないほどの怒気が感じられる。莉子は健斗のシャツを握りしめながら、なんと説明していいか考えあぐねた。

「ちょっ……いや、ちょっと待ってくださいよ！　僕はまだ何も――」

「まだ、何も？」

「い、いや、そうじゃなくて……！　り、莉子さん！　ごめん！　僕が勝手に早とちりしたんだね？　僕はてっきり君が――いや、とにかく申し訳ない！　ね？　ほら、彼氏さんにうまく説明してくれないかな？」

　すっかり及び腰になっている馬淵は、じりじりと後ずさりながら莉子のほうに向かって手を合わせた。

　莉子はここに至るまでのいきさつを、できるだけ簡単にして健斗に話した。

　すると、ようやくだいたいのことを把握したらしい健斗が、眉間に深い縦皺を寄せる。

「なるほど……。要は君が財布をなくして困っていた彼女を助けてくれたわけだね。それは、どうもありがとう。では、さっそく借りたお金を返させてもらう。これでいいかな？　それとも、なにかまだあるだろうか？」

「いいや、ぜんぜん！」

　差し出された紙幣を受け取ると、馬淵が全力で首を横に振る。

「だったら、これで失礼させてもらう。莉子、行こうか」

「……は……はいっ……」

　健斗に腰を抱かれ、莉子はＶＩＰ席をあとにする。

　フロアにいる人々が呆気に取られて見守る中、彼はインドネシア語と思しき言葉でその場にいる人たちに声をかけた。

「……け……健斗さんっ……」

　歩きながら莉子が言うと、健斗がゆっくりと振り返ってほんの少し口元に笑みを浮かべた。

「インドネシア語、ちょっとだけ習ったことがあってね。今言ったのは『迷惑をかけてもうしわけなかった。お詫びのしるしとして、居合わせた方々の支払いを全額負担させていただく』と言ったんだ」

　さっきまでの剣幕が嘘みたいに、彼は莉子を見て軽くウインクをする。

「あ、ああ……」

　二人が去る時に背後から拍手する音が聞こえてきたのは、そのせいだったのだ。

「あ……あのっ……」

　それはそうと、どうして今ここに健斗がいるのか。

　日本国内ならまだしも、なぜ、遠いバリ島にいる莉子のところにいきなり現れて、ヒーローのごとくピンチから救い出してくれたのだろうか。

　聞きたいことはたくさんある。

　しかし、有無を言わさない健斗の様子が、莉子の質問を封じ込めていた。

　そのままフロントに進むと、彼はそこにいるスタッフに話しかける。莉子は依然として呆気にとられたまま、ただ健斗の横を歩き状況を見守るしかなかった。

「さあ、行こう。とりあえず、ゆっくり話を聞かせてもらいたい」

　見ると、健斗の手には一枚のカードキーが握られている。

「そ、それって――」

「ここに部屋をとった。君の荷物はシンディーズ・バリだね？　あとでこっちに移動させるよう手配しておく」

　大股で歩く健斗は、そう言うなりエレベーターホールに向かって歩き出した。あれよあれよという間に大きな部屋の窓の前に到着し、半ば連行されるように部屋の中に連れ込まれる。

「ま、待ってください！　こんなの、いけません！　助けてくださったのはありがたいですし、感謝しています！　でも……どうして……。健……高梨先生には、山本花梨さんという人がいらっしゃるじゃありませんか。お二人は、結婚なさるんでしょう？　なのに、どうして私に関わろうとなさるんですか！」

　前に進もうとする健斗に抗い、莉子は立ち止まって一歩横にずれた。

　莉子の腰を持っていた健斗の掌が外れ、宙に浮く。

「なんだって？　……山本花梨さんと僕が結婚だと？　ああ、そうか。君は山本さんが書いた婚姻届を見たんだったな。で、どれを見た？　緑色のやつ？　それとも、花柄模様のやつか？」

「え？　花柄のを――って、なんで何枚もあるんですか？　そんな――んっ……んっ！」

　健斗が再び近づいてきて、あっという間に抱きすくめられて唇を奪われる。南国にいるから、着ているものはごく薄い生地のものだ。Ｔシャツの中に健斗の掌が忍んでくる。

　そして、無遠慮に乳房を掴み躊躇することなく揉みしだいてくる。

「ふあっ……。いやぁっ……」

　言葉では嫌がって見せても、心はもう健斗の腕の中でとろけ始めていた。かろうじて首を横に振ってキスを逃れるけれど、すぐに追いついてきて舌先で唇を割られる。

「きゃっ……！」

　急にしゃがみ込んだ健斗が、莉子の身体を軽々と持ち上げる。履いていたサンダルが飛び、ぺたりと音を立てて床に落ちた。

「莉子、君が書いた退職願だが、受理するわけにはいかない」

　歩きながら言われて、莉子はじたばたともがきながら抗議をする。

「なんでですか？　っていうか、どうしてこんなこと――ぁんっ！」

　広々としたベッドの上に押し倒され、上からじっと見つめられた。

「どうしてって？　君こそどうして僕から逃げ出したりしたんだ。婚姻届を見たからか？　なぜ、僕が言ったことよりもそんな紙切れを信じるんだ？　僕は君が好きだ……。前にそう言ったね？　あれが嘘だと思ったのか？　だったら、今ここで誓う。僕は君に嘘はつかない。だから、信じてくれ。僕は君を愛している。もう、ずっと前から――」

「んっ……あんっ！　健斗さん……っ……」

　Ｔシャツをまくり上げられ、ブラジャーをずらされて乳先にキスをされる。途端に身体中に火がつき、下腹の奥がずきりと振動した。

「莉子……君を見ていると、自分の中のサディスティックな部分を刺激される。君が好きだ。たまらなく愛してるよ……本当は、このまま嫌がっている君を無理やりでも抱いてしまいたい……それほど僕は君に恋焦がれているんだ」

　乳房の至る所にキスをされ、全身がとろけそうになった。触れられた肌が、やけどしそうに熱くなっているのを感じている。

「……健斗さん……」

　莉子は声を震わせて彼の名前を呼んだ。顔を上げた健斗と視線が絡み合い、キスが唇に戻ってくる。

「……ごめん。元はと言えば、あんなものを部屋に置きっぱなしにしておいた僕が悪かったんだ。いいか？　よく聞いてくれ……君が見た婚姻届だが、あれは山本さんが勝手に用意して送りつけてきた、いわば偽文書だ。もちろん、僕はあれに署名するつもりなんかサラサラない――」

「え？　ぁあああんっ……！　あっ……！」

　Ｔシャツをたくし上げられ、そのまま戒めるように両方の手首をぐるぐると巻かれる。

　身動きが取れなくなった上半身を、健斗の目がゆっくりと辿っていく。ブラジャーが外され、下着ごと穿いていたキュロットスカートを下ろされた。

　彼に見られているという恥ずかしさに、莉子は顔を横に向けて小さく喘いだ。

　それを小さな拒絶と受け取ったのか、健斗が莉子の顎に手をやり、思いつめた様子で視線を合わせてくる。

「莉子……一つ確認しておかなきゃいけないことがある……。君は、あの日僕に抱いてくれと言った。そうすれば、君は報われない恋の相手を忘れると約束したね？　……もしかして、まだその人のことを忘れられないでいるのか？　だから、僕の想いを受け入れられないのか？　それとも、そもそも僕のことを受け入れられないと思っているのか――」

「ち、違いますっ……そうじゃない……そうじゃないんです！」

　健斗の言葉を聞き、莉子は必死になって頭かぶりを振る。

「あれは……あれは健斗さんのことなんです！　私がずっと好きで憧れていた人……。ぜったいに叶うことのない想いだって諦めていた人って……健斗さんのことだったんです！」

　話す莉子の顔に、今にも泣き出しそうな表情が浮かぶ。

　これまでずっと胸の奥深くに隠し続けていた気持ちが、一気に溢れ出そうになっている。

「……莉子……。本当か？　君が想ってくれていたのは、僕か？　君は僕を忘れるために、僕に……」

　頷いた莉子の頬に、熱い涙が伝い落ちる。

　莉子は、どうしてあんな嘘をついてしまったのか――なぜそうしようと思ったのかを健斗にすべて話した。

「健斗さん……。ずっと前から好きでした。……だけど、どうしても言い出せなくって――」

　唇を震わせる莉子の顔を、健斗が掌で包み込む。

　繰り返しキスをされ、名前を呼んでもらった。ようやく想いが通じ合った幸せが、胸の底から込み上げてきている。

「莉子……。君ほど可愛い女性には、生まれてこの方会ったことがないよ」

　健斗が囁き、唇をそっと甘噛みしてくる。

「ひぁっ……」

　それまでの優しい愛撫に、少しずつ淫靡な熱量が加わる。

　今まで抑え込んでいた気持ちが解放され、莉子は与えられる愛撫に身も心もゆだねた。

「莉子、その顔、すごくそそられるよ」

　耳元で囁かれ、莉子は猫のように身体をしならせる。

「日本で君の退職願を見てからというもの、ずっと気が気じゃなかった。久保田沙知さんからも事情を聞いた。君がなにを勘違いしているのか……僕のことをどう思っているのか……。傷心を抱えて旅立った君を追いかける段取りを大急ぎで済ませて、来てみたらあの始末だ……。とにかく間に合ってよかったけど――」

「あ……ふぅ……。あ……健斗さ……あ、あああっ……！」

　両方の膝を掌に包み込まれ、莉子は誘導されるままに大きく脚を開いた。上下する乳房に健斗のキスが降り注ぐ。最初は、ごく優しく。それが次第に強くなり、肌の上に赤いキスマークが次々に刻まれていく。

「す……すみませ……。わた……し……早とちり……しちゃっ……ああんっ！」

　健斗の指が、莉子の硬くなった花芽を捕らえた。コリコリとしごくようにそこを嬲られ、莉子はたちまちのうちに絶頂を迎えて小さく叫び声を上げる。

「莉子……。すごく可愛いよ。君は感じやすいな……。事務所では、散々僕に冷たくあたるくせに、ベッドではまるで子猫みたいに他愛ない。ほんと、可愛らしいよ、莉子」

　なおも花芽の先をいじられ、胸の先を舌で弾かれる。脚を閉じようとするけれど、すでに両腿を固定されているから、されるがままになっているよりほかはなかった。

「健斗さんっ……」

　泣きそうな声で健斗を呼ぶも、彼はその声に反応して満足そうな笑みを浮かべるばかり。そんな健斗を目の当たりにする莉子は、自分の中に嗜虐的な悦びが生まれるのを感じざるを得ない。

「莉子……。一人旅をするのはかまわない。しかし、悪いけど今後はよくよく気をつけてほしい。二度とあんなふうに男に連れまわされたりしないように」

　健斗の指が、莉子の蜜窟の中に浅く沈み、中をゆるゆるとかき混ぜ始める。

　だんだんと大きくなっていく渦が、莉子の下腹の奥に迫った。身体がぶるぶると震えて、息が弾む。そこまで下りてきていた健斗の舌が、肌を伝い落ちる蜜を折って莉子の後孔の上を滑った。

「やぁああんっ……！」

　すると、これまで出したことのないような甘い声が込み上げてきて、ため息とともに外に押し出される。

　途切れ途切れの嬌声が、薄暗い部屋の中に響く。

「いいね、莉子……。君がほかの男に抱かれる可能性を考えた時の僕が、どんなふうになったかわかるか？　ありえないとは思っていても、自暴自棄になった人というのは、何をしでかすかわからないからね。君のことは信じていたけど、いかにも心が弱っている女性というのは、くだらないナンパ男を惹きつけるものだからね」

　莉子の身体が、ベッドの上で反転する。すぐに腰を上に持ち上げられ、四つん這いの格好にさせられてしまう。

「はうっ……あ、ああ……」

　両方の尻たぶを、ごく軽く掌で打たれた。言いようのない高揚感が莉子の全身を襲い、突っ張っている両方の腕が小刻みに震える。

「ああ……健斗さんっ……。ご……ごめんなさい……。もう、二度とあんな危険なことにはなりません……ひあっ……！」

　今度は、もう少し強くぶたれる。ひりひりと熱くなる双臀を感じて、莉子は全身を震わせて恍惚の表情を浮かべた。

　ふと前を見ると、ヘッドボードの向こうに大型の鏡が置かれている。鏡の中で背後にいる健斗と目が合い、にんまりと微笑まれた。

「莉子……莉子ちゃん。普段、塩対応をする時の君もいいけど、こうして僕に嬲られてセクシーな声を上げている君もいいね。いわゆるギャップ萌えってやつかな？　今後、どんなに冷たい態度をとられても、こうしている時の君の顔を思い出してしまいそうだよ。ほら――」

　健斗の指が、双臀を横に押し広げる。あらわになっているであろう後孔に、健斗の視線が注がれているのがわかった。

「んっ……み……見ないで……っ。は……はずかし……いからっ……」

　ようやくそう言い切って尖る唇を、背後から伸びてきた指に、やんわりとつままれてしまった。

「むぐっ……んっ……ん……っ」

「見ないでって？　無理を言っちゃいけないよ、莉子ちゃん」

「ん……っ、ん～っ……！」

　仕事中でもないのに、わざわざ「ちゃん」づけて呼ぶなんて、すごく意地悪だと思う。

　それなのに、どんどん息が上がっていくし、出るのは甘いため息ばかりだ。

　いっそのこと、もっと辱めてほしいと思うのは、いけないことだろうか？　さすがに呆れられるかと思うから、とてもではないけれど口に出して言うことはできない。

「すごく淫らだし、セクシーだよ。いやらしい……って言ってもいいくらいだ。事務所のみんなが知ったら、きっと驚くだろうね。知ってる？　莉子ちゃんのここに、小さなほくろがある」

　健斗の指先が、莉子の秘裂の中に沈んだ。くちゅくちゅという水音が聞こえ、蜜窟の縁をゆっくりとなぞられる。

「ほ……ほくろ……？」

「そう、小さくて星形のほくろだ。知らなかった？　それとも、もう知ってたかな？」

　入りそうで入らない彼の指が、蜜窟の入り口を撫でさする。

「しっ……知りません、そんなのっ……」

「そうか。じゃあ、僕が最初に見つけたってことでいいかな？　ってことは、このほくろは僕のものだ。いいね、莉子ちゃん。ここだよ……ちゃんと場所を覚えておくように」

「ああんっ！」

　健斗の指が秘裂の中の一点を指し示したあと、するりと滑るように蜜窟の中に入った。

　途端に中が熱くざわめき、健斗の指を舐めるように締めつけだす。指が、ゆっくりと前後に動き始め、莉子はたまらず腰を高く上げた。

　散々焦らされている莉子の全身の肌に、熱いさざ波が立つ。自然と腰がうねり、じっとしていられなくなった。

「莉子、どうしてほしいか言ってごらん。そうしたら、ご褒美として言うことをきいてあげるよ」

　空いているほうの指で太ももの裏をそっと引っ掻かれて、危うく腰が砕けそうになってしまう。

「い……意地悪っ……。健斗さんの……意地悪っ……！」

　莉子は鏡越しにこちらを見つめている健斗を睨みつけると、思い切りしかめっ面をして見せた。

　その途端、蜜窟をいじる指を引き抜かれ、背中にキスをされた。

「意地悪？　だけど、もう君がこういうのが好きだってわかってしまったからね。今後事務所以外で君に接する時は、そのことをよくよく考えた上で君を可愛がるよ……。莉子……そろそろ僕も限界だ――」

「あっ……あああああっ……！」

　健斗の熱くなった屹立が、莉子の中に押し入ってきた。指とは比べ物にならないほどの質量をねじ込まれ、莉子は身体を仰け反らせて悦びに咽ぶ。

　莉子は懸命に朗報の腕を突っ張り、うしろからの挿入に応える。顔を上げると、鏡の中の健斗が腰を前後に揺らしているのが見えた。

　口を半開きにしている自分の顔が淫らすぎる。込み上げてくる情欲に耐えられなくなり、莉子は唇を舐めて健斗に懇願した。

「もっと……！　お願い……もっと……」

　潤む瞳の前に、健斗の顔が近づいてきた。振り向いた格好で唇が合わさった次の瞬間、挿入されたままの身体が、ぐるりと回転する。

　正面を向いた身体を抱き寄せられ、両方の踵を高く掲げられた。ギリギリまで挿れられた屹立の根元が蜜にまみれているのを感じる。

　身体の奥が焼けつくほど熱くなり、内側から込み上げてくる白光に目の前が包み込まれた。

「健……あ、ああああああっ！」

　内奥を突き上げてくる屹立の先が、びくりと跳ねて容量を増す。

「莉子っ……！」

　声とともに吐き出される熱い精を感じて、莉子はうっとりと目を閉じたまま中をきつく収縮させる。覆いかぶさってくる健斗の重みが、愛おしすぎて胸が潰れそうだ。莉子が小さく喘ぐと、健斗がそっと身体を持ち上げて目を合わせてきた。

「莉子、好きだ。……愛してるよ。これは正真正銘、本当の気持ちだ。もし嘘なら、針千本飲んでもいい」

　弁護士が口にするには幼稚な言葉が、莉子の全身を赤く染める。

「お願いだから、僕と結婚してくれ。もっとも、退職願同様、ダメだと言っても受け付けないけどね――」

　挿入されたままの健斗の屹立が、徐々に硬さを取り戻していく。

「私も……健斗さんのことを愛しています……。で……でも、どうして私なんですか？　……健斗さんなら、私なんかよりもっと――」

「まだそんなことを言うのか？」

　微笑んだ唇が莉子の言葉を封じ、繰り返し啄むようなキスをされた。

「どうしてって、どうしても、だ。君がうちの面接試験を受けに来た時、エレベーターで僕に会ったのを覚えてるか？　あの時、君は僕を怖い顔で睨みつけてきただろう？」

「に、睨みつけたなんて……。だっ……て、健斗さんのほうが、先に私を睨んできたじゃないですか」

「あれは、睨んだんじゃない。見惚れていたんだ。莉子の横顔に見入って、どこでもいいからキスをしたいとか、ふっくらとした耳朶を甘噛みしたいと思っていた。あの時のことは今でもはっきりと覚えているよ。だけど、まさかいきなり怖い顔で睨まれるとは思ってもみなかったから、本当に驚いたよ。……思えば、君が僕を睨んだ時、僕は君に一目惚れをしてしまったんだ」

「そ、そんな……あああんっ！」

　当時のことを思い出す余裕すら与えられず、莉子は健斗に捏ねられて悦びの声を上げる。ゆっくりと腰を揺らめかせると、健斗が片方の掌で莉子の乳房を覆ってきた。そして、それを愛でるように撫でまわし、前かがみになって乳先に唇を寄せる。

「プロポーズを受けてくれたら、莉子にとっていいことずくめだと思うよ。たとえば、来年こそ司法書士の試験に合格するように、全力で君をサポートする。今以上に君を大事にするし、もっと君の知らないほくろの位置を教えてあげるよ」

　ゆっくりと動き出す健斗の腰の動きに、莉子は夢心地になる。

「どう？　プロポーズ、受けてくれるね？」

　心と身体をとろとろに溶かされ、もうすでに意識が飛びそうになっている。

　莉子は最後の力を振り絞るようにして頷き、返事をする代わりに健斗の唇をキスで塞いだ。










第五章

イケメン弁護士に愛されまくっています











　予定通り日曜日に帰国した莉子は、迎えにきてくれた沙知とともに自宅アパートに向かう。車で帰る道すがら、莉子は沙知に質問攻めにされて息つく暇もない。

「ほんと、驚いちゃったわよ！　いきなりうちにイケメン弁護士がやってきて、莉子はどうしたこうしたって。一緒にいたうちのカレシ、目を白黒させてたわよ」

　赤信号で停まった時、思い切り肘鉄を喰らった。

　莉子からの退職願を見た健斗は、莉子に連絡をしたが当の本人は一向に返事をよこさない。業を煮やし、レストランデートをセッティングした友だちを辿り、とうとう沙知を探し当てた。そして、デート中の沙知を掴まえ、莉子の退職について何か知らないかと聞いてきたらしい。

「ご、ごめん……。まさか沙知のところまで訪ねていくなんて思わなかったし」

「訪ねるどころの話じゃなかったわよ。おかげでデートの時間、半分くらいになっちゃったし」

「ほんと、沙知には感謝してる――」

　莉子は前もって知らせておいたバリ島での出来事を話しながら、沙知が健斗にいろいろと説明をしてくれたおかげで、よけいな修羅場を迎えなくて済んだことに感謝をする。

「それにしても、ちょっと怖いね。勝手に婚姻届書いて相手に送りつけるとか、どんだけ思い込みが激しいんだか……。健斗さん、大丈夫なの？」

「うん。それについては、もう大丈夫だと思う」

　健斗に対して再三付きまとい行為をした山本花梨は、彼女の両親を交えた所属事務所との話し合いの結果、一度活動を休止することになった。そして、現在は実家に帰り、両親の管理下のもと心療内科に通っている。

「そうなんだ……。で？　健斗さんはなんて？　うちに来た時の勢いじゃ、今すぐにでも莉子と結婚したいって感じだったけど」

「うん。実はそうなんだよね……。沙知、再来月あたりの週末、できたら空けておいてくれる？　たぶん、その頃に結婚式を挙げるかもしれなくって」

「は？　ちょっ……健斗さん一家、どんだけノリノリなのよ！」

　莉子を追ってバリ島まで来た健斗は、結局一晩だけの滞在で、次の日には日本にトンボ帰りをした。

　ただでさえ忙しいスケジュールを調整できたのは、ひとえに同じく弁護士である彼の祖父や、田中たちスタッフのおかげだったらしい。

（沙知だけじゃなくて、当分は田中さんたちにも頭が上がらないだろうな……）

　バリ島まで莉子を追いかけていくにあたり、健斗は迷惑をかけるであろう人たちにその理由を打ち明けたという。

　つまり、莉子が休み明けに事務所に顔を出した時には、スタッフはおろか時折顔を出す健斗の親族にも二人のことが知れ渡っているということだ。

「いいじゃない。わざわざ言う手間が省けて。莉子んちも大喜びなんじゃないの？　だって、絵に描いたような玉の輿だもんね」

　驚いたことに、莉子がバリ島にいる間に、健斗は莉子の両親に連絡をとってプロポーズを受けてもらったことの報告を済ませていた。

　それというのも、健斗の祖父がそうしろとせっついたからだったようだ。

　これまでどんなに好条件の美女が現れても、決して結婚までは考えようとしなかった健斗だ。それが、一変してプロポーズをしたというのだから、健斗の祖父をはじめ、家族が一丸となって結婚に向けて行動を開始したというわけらしい。

　相手が素性の知れた事務所スタッフだったこともプラスされ、いよいよ健斗側親族の勢いに拍車がかかったと聞かされている。

　代々法曹界に携わる人物を多く輩出している高梨家だ。それに比べて、ごく普通のサラリーマン家庭である星野家とでは、家柄的に不釣り合いではないか――。

　そんな懸念を抱いていた莉子だが、それも結局は杞憂だった。のちに健斗から聞かされたことには、高梨家の男児は皆健斗と似たような恋愛を経て結婚を決めたらしい。

　結婚において大事なのは、家柄よりも人柄であり、本人たちの意志だ。

　現に健斗の母親と祖母も莉子と同じような庶民的な女性だった。エリート育ちであるにもかかわらず、健斗が意外なほどフレンドリーで気さくなのは、そういった家庭環境のおかげかもしれなかった。




　それから三カ月後――。二月はじめの土曜日に、莉子と健斗は軽井沢の小さな教会で結婚式を挙げた。

　新郎が資産家である式にしては、驚くほどこぢんまりとしたものだったし、招待されたのも親戚のほかは、ごく親しい間柄の友人たちのみ。しかし、その分式は終始アットホームな雰囲気に包まれ、双方の親戚や友人たちにとっても、お互いをよく知るいい機会になった様子だ。

　急なことで、披露宴もハネムーンもなかったけれど、二人ともそれで十分だし、これ以上望むことはないと思っている。




「――さてと、そろそろ帰ろうかな」

　結婚をしておよそ四カ月がすぎた六月の月曜日。

　莉子は次の司法書士試験に向けて連日事務所に残って勉強に励んでいた。

　来月七月の第一日曜日は、いよいよ四度目の司法書士試験に挑戦する。いろいろとバタついてしまったけれど、健斗の協力のもと、じっくりと落ち着いて勉強に取り組むことができた。

　いざ当日になってみなければわからないが、今度こそはという気迫は十分に持てているつもりだ。

　その一方で、高梨法律事務所は、つい最近新しく弁護士を二名雇い入れた。

　二人とも健斗の大学の後輩であり、弁護士としての能力だけではなく、人柄も申し分のない男女一名ずつだ。人が増えた分、使用しているビルのフロアも増やした。

　健斗はといえば、それを機にとある企業の顧問弁護士として役員に名を連ねることになった。その関係でここのところ事務所をあけることが多くなり、莉子ともすれ違う日々が続いている。しかし、夫婦仲はいたって円満で何の問題もない。

　ただ一つ、少々困ることがあるとすれば、前にも増して健斗が莉子に執着しすぎるところだろうか。

　彼は暇さえあれば莉子にまとわりつき、過剰ともいえるスキンシップを求めてくる。

　新しく購入した自宅マンションでならまだしも、事務所内でもそうだから困ってしまう。

　むろん、仕事中はそんなそぶりなど微塵も見せはしないけれど、終業時間を迎え、スタッフが帰宅した途端、健斗は豹変する。

　しかし、最近はあまりそういう時間を持てないほど、健斗は忙しくあちこちを飛び回っており、今日も帰宅はだいぶ遅くなる予定だ。

「あれっ？」

　事務所内の照明を消し、最後に施錠して帰ろうとした時、消したはずの部屋の電気が明々とついているのが見えた。明るくなっている部屋は、健斗の執務室だ。

（さっき消したと思ったんだけど、スイッチを切り損ねたかな？）

　莉子はもう一度事務所内に戻り、執務室のドアを開けた。

　その途端、いきなり口元を押さえられ、壁に背中を押しつけられる。

「んっ……むぐ……っ！」

　驚いて目を見開いて、改めてびっくりする。莉子は口を押さえつけられたまま身体を強く捻り、パンプスのつま先で立ちふさがっている者の脛を蹴っ飛ばした。

「痛っ！」

「もう！　痛っ、じゃないでしょう？」

　莉子に睨まれ、コソ泥のように事務所に忍び込んでいた健斗が肩をすくめる。

「ごめん。ちょっと驚かせようと思って」

「驚きました！　ものすご～くびっくりしましたから！　そういうの、やめてって再三言ってるのに、どうして――んっ……」

　莉子を壁に押しつけたまま、健斗が唇を塞ぐ。キスが首筋を下りていくと同時に、ブラウスの前をはだけられる。差し込まれた掌に乳房をすくわれ、両方の胸があらわになった。

「……はぁ……っ……。健斗さ……あんっ！」

　立ったままコリコリと胸の先を指でいじられ、膝が折れそうになる。スカートの裾をたくし上げられ、脚の間の湿度を調べられた。

　頬がチクチクと火照り出す間に、健斗の指がショーツの中に入ってくる。左脚を持ち上げられ、片方だけ肌をすっかり露出させられてしまう。

　鈍い金属音がして、健斗が身に着けていたベルトが床に落ちる音が聞こえてきた。

　背中でスイッチを押してしまったのか、部屋の中がふいに暗くなった。閉めたブラインドの隙間から、街灯の灯りがわずかに差し込んできている。

　左脚を上げたまま、さらに右脚まで腕の中にすくわれ、莉子はあわてて健斗の首に腕を回した。

「莉子……もうじき試験だな。今年はきっと大丈夫だ。だから、もう本格的に子作りをしてもいいよな？」

「え？　ちょっ……健斗さんったら――あ、ああんっ！」

　下から突き上げるように挿入され、莉子は身体を仰け反らせて声を上げた。そのまま上下に揺すぶられて、目の前に銀色の火花が散る。

「だ……だからって……こんなところでっ……あ――っ……」

　太ももを持ち上げる力を緩められ、莉子の体重が健斗の腰の上にずっしりとのしかかる。

「あ……。深……いっ……。ん、んっ……」

　まるで杭に引っかけられたような体勢になり、硬い切っ先が莉子の最奥を押し広げるように責め苛んでいる。さらに数回揺すぶられながら、執務デスクの上に仰向けに寝かせられる。健斗がデスクに置かれているライトを点け、莉子の身体が灯りの中に白く浮き上がった。

「もうっ……！」

　恥ずかしさのあまりふくれっ面をしていると、それを見咎めた健斗が身体の上に覆いかぶさってきた。

「莉子……。そんなに口を尖らせなくても……。すごく可愛いよ、その顔……。だから、こういうのを止められないんだ。何度でも襲いたくなるよ」

「へ……変態っ！」

　莉子が悪態をつくも、健斗は満足そうに目を細める。

「変態で結構。莉子は、そんな僕も好きでたまらないんだろう？」

　言いながら腰を引き寄せられ、中を繰り返し掻かれる。一気に快楽の波に飲み込まれ、あられもない声を上げた。

　莉子が司法書士の試験に受かり次第、今度は子作りに専念する――それは、結婚してしばらくして確認し合った共通の願いだけれど、今のように少々マニアックなアプローチを仕掛けてくるのは、いい加減やめてほしい。

　莉子は再三健斗にそう申し渡しているのに、彼は一向に言うことを聞こうとせず、場合によっては訴えられてもおかしくないやり方で莉子を誘惑してくるのだ。

「君にこんなことをしていいのは僕だけだ……。莉子……もっといやらしい格好をしてごらん。……嫌だとは言わせないよ」

　まるで心の奥底を覗き見ているような導き方をされて、その度に頬を膨らませる羽目になる莉子だったが、そんな彼女が無事試験に合格し、ほどなくして妊娠に気づくのは、あともう少し先のお話――。








了












※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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